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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本作品の内容には、アニメーションや、公開されている最新の設定と異なる部分がありますが、作品性を鑑みて文庫版発行時ママとしております。あらかじめご了承ください。











































∀ターンエーガンダム

１．初動　　PRIME　ACTION




























　ディアナの要求は相変わらず一方的で過酷で自分勝手で可愛かわいらしく、口を差し挟む余地はなかったので選抜に手心を加えるしかなかった。

　遺伝学的評価はもとより、適性テストで潜在的不適性を掘り起こして選抜した者たちであるから、実験が失敗に終わったとしても、ディアナがまた自虐的な〝悲しい病〟を楽しむ材料になるだけで、我々の深遠なる計画には何の瑕か疵しも残さないと判断された。

　仮に実験の結果が色好くても、帰還志願者は潜在的不適応者という形無き選抜を経へる訳だから、これもまた瑕疵とはならないと判断したい。

　可愛いディアナの可愛い臣民たちは野蛮な活性、死に急ぐ性急さを求めているように見られる。それは生殖衝動のようなもので我々のように平穏な人格者には説得すら不可能だろう。

　だからそのままにしておくのが得策である。

　繁殖期のカナルトラウトの鼻先に指を差し出すのは得策ではないのだから。

　考慮すべきは我々の計画に要いらざる者らの再帰還でしかないのだと予見する。


記録者・ＡＭ









　一：実験







　　　　降下




　音は無かった。

　聞こえるのは自分の心臓の苛いら立だち気味な拍動と、それを追いかけるような血液の流れだけ。緊張のために口の中が渇き、鉄臭くさい自分の息が気密服のヘルメットに充満し、吐き気が止まらなかった。

　待機時間の長さは事前の二日間の絶食が暗示していたが、それでも長すぎる。

　いつまで経たっても、何も動かない。ただ居心地の悪い気密服と肌をきりきりと圧迫するインナースーツというこの世で最も狭い牢ろう獄ごくに閉じ込められ、餓死するのを待たれているような気がした。




『月の子らムーン・チルドレンよ』




　声が聞こえた時、彼らは一斉にため息をついた。

　肋船リブ・シツプからの通信。

　リブ・シップは文字通り肋あばらのようなアームを持つ投下艇キヤリアで、その肋に一機ずつ計六機のモビルフラットがぶら下がっている。

　丸い円盤状の頭と平たい手が貧弱な胴から生え、長く平たい足は背中側に折り曲げられている。……命を預けるにはあまりに滑こつ稽けいな形の機械人形。

『きみらの体の様子は、逐次こちらでモニターされる』

　二年間もの間、体の中に忍ばされているらしい送信機からデータが送られる。

『その間、我々にはきみたちに手を差し伸べることすらできない。何せ我らの間には底知れない夜が満ちているのだから……』

　真空という名の夜が満ちている。

「……ほったらかしなのよね……」

　そう鼻先で小さく吐き捨てたのはフラン・ドールだ。

『献体養成研修の成果を発揮して……無事、任務を果たすことを祈る』

　フランの揶や揄ゆの声も声の主には届かなかったようだ。

「任務か……」

　ため息まじりの声は第二降下班班長のキース・レジェだ。

「あの……」

　通話を切られる雰囲気に彼は思わず声をだした。彼の顔を包む筒形のヘッドガードの中に、緊張で乾いた息の臭いが満ちて吐き気がした。

『どうしたね？　ロラン……セアックくん？』

　ロランは何を言えばいいのか思いつかずに言い澱よどんだ。

『緊張は……我々の忘れがちな生体活性を促すものだ。恥じることはない。ただでさえ君たちは軍人ではないのだ……泣いても、わめいてもいい……』




　……軍人《ディアナ・カウンター》

　ロランはその言葉を反はん芻すうしてみた。

　研修での退屈な講義でまず第一にロランが教えられたのは、二千年前に戦争があったということだった。

「せんそうとは何ですか？」

「人民が自らを肯定するために他の人民を否定することです」

　ディアナ・カウンターはそんな否定に対抗するために生まれたのだと言う。我々を肯定するために……。

「ディアナ・カウンターは、否定するものを否定するシステムなのですね？」

　そう口に出して言った候補生はその晩には宿舎から消えた。

　千年女王の治世を守る勇敢な武士もののふども・女王反撃隊。……しかし反撃すべき敵などもういない。もう何千年も前にいなくなっている。しかしディアナ・カウンターは千年以上、いない敵を相手に演習を繰り返している。

　もはや伝統芸の域……運河の漁師の歌う古歌のようなもの……。




　ロランは運河の漁師並の濃こい褐色の肌を持った少年だったが、銀色の髪や色素の薄い瞳ひとみから漁師にはなれないとわかる、一見して不適者だった。

　だからこそ親たちはロランに献体を勧めたのだろう。

　勉強も運動も人並み以上の評価がなされているのだから、献体に志願して採用されれば、あわよくば千年女王の治世を守る勇敢な武士、ディアナ・カウンター……。

　あるいは女王陛下の臣民の生活を守る天蓋守メンテナにとりたてられることもあるかも……とでも思ったのだろう。

　子の役職は親の収入ポイントに勘案されるのだから。

　しかしロランは知っていた。自分が勇敢なもののふデイアナ・カウンターにも、職業貴族化しつつあるメンテナにも向いていないことを。

　それでも親に言われるがまま志願したのは、この六倍の地へ興味があったことと、壮行の儀で憧あこがれの君・麗うるわしの千年女王・ディアナと接見を許されるからだった。そして任務終了時には文字通りの自由が与えられるのだし。

　その代償が……二年間の献体、聞こえは良いが要は人体実験。




　ロランがそんなことをぼんやり考えている間に、準備は整っていた。

　体に響くのが降下準備の整ったジェネレーターの響きなのだと気がついて、思わず受持ちのコンソール・ディスプレイをのぞいた。

　目の前に数個並んでいるディスプレイに流れる文字。二千年前から変わらないと言われる、文法も曖あい昧まいでぶっきらぼうなそのメッセージコマンドは、言葉というより暗号に近かったけれど、すべて順調に進んでいることは正確に読み取れた。

『多少揺れ過ぎの揺ゆり籠かごだが、舌など嚙かむな……』

　声の主が最後にそう言った。

『フラット・ワン、降下準備オーケー』

　僚機からの連絡が聞こえ始めた。

「フラット・ツー、オーケー」

　班長のキースが連絡した。

『フラット・スリー、早いとこ降ろしてくれ……』

　次々と、六機ある僚機から準備が整った旨むねの連絡が入る。

「ろーんどばーしーおーちーたーLondon bridge is falling down……」

　フランがふいに呟つぶやくように歌った。

「落ちたなんて縁起でもないなあ」とキースが言って、「ひーとり、ふーたり……One Little Two Little」と歌いだした。

　ロランは静かに目を閉じて、

「めーりさんのひつじーMerry has a little lamb……」

　と小さく歌った。

　古い歌。何千年も伝えられてきたこれらの歌。その歌の生まれたところに落ちていく時間がきた。

　メインモニター一杯に映るのは青い球。

　水滴の丸さは水自体の持つ表面張力によって形作られる。

　ではこの青い球、地球は、何をもってして形作られたというのだろう？

　ロランがそう思うより早く、コンと小さな揺れが気密服越しに響いた。

　三人のてんでばらばらな歌声は、重力の海へ着水するまで続いた。




　　　　六倍




　息苦しさ。

　眩まぶしさ。

　そして体の重さ。




　ロランは忘れているが、これは生まれてから二度目の体験だった。

　一度目は、母親から生まれ出た時の衝撃で、肺呼吸を始めたその瞬間の泣くしかないほどの状況変化に似ていた。

　ただ、今のロランには、原始的な未加工の大気で肺が苦しめられていても泣くことはできなかった。ロランはもう大人で、長い訓練でこの過酷な状況は想定済みだったのだから。

　しかし想定や模擬ではすべてを知ることはできない。それはロランだけでなく、僚友のキースやフランにも痛いほどわかった。

　想像できるだろうか？

　自分の、指先から髪の毛に至るまで、そのすべてが六倍の重さを持つのだ。

　吞のん気きに脈を打っていた指先の毛細血管が体細胞自体の重さで圧迫されて滞とどこおり、体温が下がり、脳に行き着くはずの血液がその重さで体の下方に溜たまってしまう感じ……。

　大気は様々な臭においと味を持って口こう腔こうから咽いん喉こうを刺激し、肺を痛めつけた。

「……上の奴やつら……驚いてるよな」

　赤毛のキースが健けな気げに微笑ほほえんでみせた。

「笑ってるわ……」

　フランの白い額が白を通り越して青くなっていた。青黒い短いくせ毛との境で大きな黒い髪飾りが光っていた。「吞気なものだわ」

「二年間、ちゃんと暮らせるかな？」

　ロランは弱音を吐き、ヘアバンドを外してばさばさとかきむしった。

「順応には……時間がかかるって言ってただろ？」

　キースが少し大きな声を出してむせかえった。

「そうね……順応試験の時だって最初は……」

　フランがキースの気密服の背中を億おつ劫くうげにさすりながら言った。鼠車ラツト・ローラーでの順応試験も辛つらかったと思い出して黒目がちで小さな目を細めた。

「それにしても……くさいわ」

　六倍の重さの空気が動くその勢い、慣性力にはまさに野性の勢いがあった。

　流れる時に土に爪つめを立て、草をこそぎ過ぎ、石に体当たりしているのだろうか？　様々な臭いをこびりつかせてロランたちの鼻先をかすめて過ぎていった。

「そう？……いい……臭いだよ」

　ロランは深呼吸し、むせかえった。空気に問題があるのではなく、その六倍の重さの気体に肺の機能が追いつかないのだ。たとえれば、風に向かって息をしているような感覚。

　あるいは、横隔膜の動きが、六倍に重さを増した内臓それ自体の重さに負けているのかも知れない。たとえれば、異常にきつい下着を無理やり着けた時の息苦しさ。

「土……未加工の……土の……」

　涙が溢あふれ、脳への血流の低下が視界を黒く染めて星を飛ばして、失神しそうになった。




　小さな牢獄・気密服を脱ぐだけですらしばらくかかった。体の重さ、血が体を巡る時の重さが順応試験よりもずっと辛く、ちょっと動くとふらふらと気が遠くなる。

　やっとのこと分厚い気密服を脱ぎ去ると、肌に密着したインナースーツという第二関門が待っていた。

　のたうち回り、恥ずかしがる余裕など無いままほとんど裸でフラットのコクピットを抜け出し、ドライソープで長期間の待機で汚れた髪や肌を洗浄して、新しい下着をつけた時、三人は歓声を上げてたちまち立ちくらみで同時にへたりこんだ。

　それでも三人はやっと笑いあう余裕ができた。

　二年間、何をしてもいいのだ。……しかし誰も助けてくれないのだけれど。

　ほっと一息ついて初めて、フラットが赤茶けた岩壁に囲まれた谷底に着陸しているのに気がついた。

　どことなく見慣れた、視界に果てのある風景だったが、その上空、本来なら薄ぼんやりと靄もやがかかって明るいだけの四角い天てん蓋がいがあるはずのそこには、丸くぽっかりと何も無かった。白く大きな鳥が二羽、六倍の重力に抗あらがい、頼りになるはずのない空気の表面張力に乗って弧を描いて飛んでいた。

　岩壁の縁に切り取られたようなその薄うす翠みどり色の空は、公園で見られる立体映像のとおり、遠近感のない奥行きのありすぎる広がりで、靄よりもずっと明めい瞭りような線を際立たせている雲が流れているのも見えた。

　雲が流れている。……風が吹いている。

　天然の大気圧差が生み出す風が、三人の肌を撫なでて過ぎた。エアコンディショニングの循環風ではない。ランダムで気まぐれで、悪戯いたずらな風。風向きによって臭いを変える風。無計画に湿気を帯び、もしくは乾いた予測不能な風。

　やがて谷は高度を上げた太陽の日差しを受けてどっと温度を高めたが、裸同然の三人の体温はそんな無慈悲な風に吹かれて一向に上がらなかった。

「寒いわ」

　フランが細い肩を抱えてつぶやいた。

「……焚たき火び……やってみようか？」

　キースが呟いた。

「焚き火……」

　ロランが不安げにフランを見た。白い肩にぷつぷつと鳥肌が立っている。「……養成研修の時みたいにうまくいくかなあ」

「大丈夫さ」

　キースが息を整えてゆっくりと立ち上がった。「薪たきぎを探そう……フランはもう少し我慢できるだろ？」

「私もいくわ……」

　フランがよろよろ立ち上がって、貧血を起こしてすぐにしゃがみこんだ。

「無理しないで」

　ロランが言って立ち上がり、すぐにしゃがみこんだが気丈に四よつん這ばいになって動き続けた。

「コヨーテみたい」

　フランが少し不安げに笑った。

　キースがおどけてわうわうと鳴き声を真似まねして、すぐに貧血でふらふらした。

「本物に会えるかな？」

　ロランがキースと体を支え合ってよろよろと立ち上がった。

「会いたくないよ……」

　キースがわうわう叫んでまた息を切らした。「……肉食の獣だぞ！」

「そうだね……ぼくらみたいな自分の体重で苦労してる人間なんて、いい餌えさだよね」




　　　　焚き火




　岩の谷を苦労して抜け出すと鬱うつ蒼そうとして暗い森に出た。

「樹だ……大きい……それにたくさん……」

　キースがその一本の根元にへたりこんで上を見上げた。

　太く逞たくましく幹はごつごつした指のような根で土に食らいつき、重力に抗って空を目指す緑の樹冠が風で揺すられて、生きているぞと訴えるように鳴いて太陽のかけらを振りまいていた。

　彼らの知っている樹は、ただひょろひょろと伸びているだけで、もとを正せば同じ樹なのだと言われなければわからないし、言われたところで信じられない。

「ざらざらしてる……」

　本来なら一般人には触れることの出来ない貴重な樹、その肌に触れてロランがつぶやいた。「フランにも見せたいね」

「臭いも凄すごいね……」

　キースがロランを真似てざらざらした樹の肌を撫なでた。

　とろりとしたものがその指を捉とらえ、キースはひゃっと叫んで手を離した。まだ緩い樹液が糸ひいてキースの指と樹を繫つないだ。

「薪まきにされると思ったんだよ」

　ロランが笑って、すぐ息がきれた。

　幹にもたれかかると、背中がざらざらした樹皮に擦こすられ熱くなる感じがした。

「きみみたいに大きな樹を燃やしたりしないよ」

　そう言いながらロランは両手を光のこぼれる梢こずえにむかって差し上げた。その腕の重さに、ロランは重力が自分を価値のある実体に変えてくれたようにも思えた。

「少しだけ……いらない小枝を分けておくれ」

　ロランの声を聞きとめてか、ざざっと風が梢を鳴らし、小さな枯れ枝がぱらぱらと降ってきた。

「これっぽっちか」

　キースが幹を拳こぶしで叩たたいた。「ケチっ！」




　拾い集めた枝と枯れ葉を養成研修の記憶を頼りに重ね、マッチで火をつけた。マッチはよくできたレプリカで、ご丁寧に[image: “]Moon Friends[image: ”]と印刷までされていた。

　すぐに赤い炎がちらちらと広がったが、枯れ葉の中に湿った葉が混じっているのか、煙がもくもくと上がった。風がその白くて目が痛くなる煙を狙ねらいすましたように三人に吹きつけて回った。三人は焚き火のまわりを四つん這いになって逃げまどい、むせかえり、くしゃみをして、笑いながら涙を流した。

　燃え上がる赤い炎が落ち着くにしたがい煙はなりをひそめ、三人はへとへとに疲れて火の周りにしゃがみこんだ。

　代謝がうまく上がらないのか、焚き火の熱は体の表側を熱く焦がすのに、背中からは風の冷たい肌触りが消えなかった。

「服を着ようよ」

　ロランが言った。もう移動を開始しないと暗くならないうちに人のいるところ、街までたどり着かない。

「汚さないかしら」

　フランが肩を抱いて小さくなったままつぶやいた。

「大丈夫さ、服に慣れとくべきだよ」

　キースがそう言って立ち上がった。ふらっと左に傾いた体を懸命に立て直し、ふらふらとフラットに向かった。どうも左に体が傾く傾向があるような気がする。

　ロランも四つん這いになってそれを追い、フランも不承不承続いた。

　フラットのカーゴスペースを開き、三人分のボックスを引き出すのに、三人がかりでもしばらく苦闘しなければならなかった。

　やっとのこと引き出したボックスを開くと、ぎりぎりまで圧縮されていたのか、ぼんという音とともにボックスが二つに割れ、中からさまざまな荷物が溢あふれだした。

　ロランは溢れだした服の山から、小さな樹脂パックを引きずりだし、封印を切って中身を確認した。

「壊れてない……」

　嬉うれしそうに笑った。

「何持ってきたの？　違反でしょ？」

　フランがピンク色の服を胸にあてながら、ロランの手元をのぞき込んだ。

　ロランはあわててパックを背後に隠し、知らん顔で自分の服を選びだした。

「怪しいのー」

　フランが目を細めて言った。「誰かさんの写真？」

　今度はキースがあわてたように服の山に何かを隠した。

「何よ！　キースもなの？」

　フランがあきれたようにつぶやいて自分の違反物品、小さな手鏡を取り出した。

「ひどい顔……」

　鏡の中の瘦やせて青白い顔をつぶさに観察しながらフランがため息をついた。「重力って人相も変えちゃうのかな？」

「そう？　変わってないさ」

　キースがごそごそと服をあさりながら言った。

「少し瘦やせたよね」

　ロランだけはフランを見て言った。「でもじきに、重力に慣れればもとに戻るさ」

「ありがとう」

　フランが神妙に答えた。




　ロランは動きやすいズボンと白いシャツだけ。キースは上から下まで白い服を選び、フランはピンク色の時代がかった服を選んだ。

「ライブラリィものよね」

　フランはやっと元気を取り戻した。推進スラスターのような円えん錐すい形けいのスカートをふわふわと手ではためかせて嬉しそうに笑った。

「でも……少しごわごわしてない？」

　フランが眉まゆをひそめた。

「そう？　天然繊維だもの。ぼくはほんのりあったかくって好きだな」

　ロランがズボンに足を通しながら言った。「このボタンというのに慣れればの話だけど」

　不器用にボタンを留め、金属のチェーンを二つ嚙かみ合わせる構造のチャックを上げようと立ち上がると、くらっと立ち眩くらんでズボンがすとんと足首まで落ちた。

　フランが反射的にきゃっと言って目をそらした。

「忘れてるよ！」

　キースがズボンを吊つるらしいＹ字型の革の帯を手にして言った。

「キースも、シャツ裏表逆じゃない？」

　目をそらしたままフランが言った。よく考えたら、さっきまで皆下着だった。




　　　　コヨーテ




　昼前には出発の準備が整った。

　手荷物は限りなく少なくまとめ、何度も負担の少ない持ち方を試行錯誤し、ゆっくり動く分には何とかなる程度まで体を慣らすことができた。

　ロランはこの谷を去りがたく、焚たき火びの燠おきを意味もなくつついて火の粉を散らしてうつむいた。

　街に出て同化するのが嫌なのではなかった。ただ三人が離れ離れになるのが少し寂しかった。

　献体養成研修でも同じメンバーだった。フラットも一緒。しかしここを出発すれば、いつどこで再会するかもわからず、ましてや故郷の話もおちおちできなくなるのだ。

「フラットに戻し忘れたものはないよね」

　白い服のキースが言った。

「何も……持っていけないよね」

　フランが寂しそうに半身を岩場に埋めた巨大な機械人形を振り返ってつぶやいた。「何か思い出の品とか……」

「ダメだよ」

　キースが少し厳しい顔で言った。「ぼくらは、今から地球人になるんだ」

　キースの言葉にロランも焚き火から顔を上げた。

「ぼくらは……ムーンレィスじゃない。もう、地球人なんだよ」

　キースが言いながら真上に昇った白い光る球、太陽を見上げた。

　……月の民ムーンレイス

　ロランも空を見上げた。

　月とは違って底知れない空……。光の玉のような太陽が、青空を従えて君臨している。

「ぼくらのデータが、地球に帰還する日を待っているみんなのために使われるんだ」

　キースがそう言って神妙な面おも持もちのロランとフランを見回した。

「だから……ここでお別れになるけど」

　そう言いながら右手を差し出した。「みんなが降りてきたら……」

　ロランはキースの力強い掌を記憶に刻みつけるように握った。

「……また焚き火をしよう」

　フランはキースの手を握りしめたまま、臭くさいから焚き火は嫌だわと呟つぶやいた。その瞳ひとみが少し潤うるんでいた。




　休眠待伏アンブツシユ・サスペンドモードで動くフラットが岩を切り削る高周波メスの音と振動、まき上がる砂さ塵じんに目を細めて、三人は月の名残なごり、そのほとんどすべてが地底深く沈んでいくのを見つめた。

　それから言葉少なく三人は谷を出た。

　森側は地形が定かでないので、荒れ地が広がっている側に一度出ることにした。どうやらこちらが南側らしい。

　谷を登り切ると、〝地平線〟が見えた。

　何という広がり……三人はその際限もなく広がる空間に目め眩まいを感じた。月では必ず果てがあった。どちらを向いても行き止まりがあった。

　しかしここには何も無い。

　眩まぶしい青空と眩しいちぎれ雲。その下に果てし無く広がる緑と褐色のカード。長い帯のような赤いものが河だとはぴんとこなかった。

　三人の立つ斜面はそこに向かってゆるゆると下っていた。月のように明確に計画された地形はほとんど無い。イレギュラーでアンシンメトリックな、迷いに満ちた光景。

「ここで別れよう」

　キースが歩きだしながら言った。今ここで別れなければここから一歩も動けなくなるような、そんなせっぱつまった決意が感じられた。

　だからロランも何も言わずに歩きだし、徐々に二人とは別の方向に進路をとった。

「元気でね！」

　三人が徐々に離れていこうとする時、フランが自分自身に言い聞かせるように大きな声で叫んだ。

「フランも！」

　キースが答えた。「ロランも無理すんなよ！」

「ありがとう！　キース！」

　ロランが言って、視界から二人を消すように逆の背後を振り返ってみた。

　気がつかなかったが、谷から森を通って続く山並の一角、月ではけしてお目にかかれない不思議な形の峰が見えた。

　青空の透明度のもと不自然なほどに青白く霞かすんだそれは、遠目には尖とがったタワーが輪を成して林立しているように見えた。

　その風景が、地球ならではの自然の悪戯いたずらなのか、地球においても特異な光景なのかはわからなかった。

　再び視線を前方に移した時、右側を進んでいたキースたち二人の姿は、斜面の小さな隆起の一つに遮られて見えなくなっていた。

　ロランは諦あきらめたようにうつむき、自分の革の靴の爪つま先さきが乾いた土と丈の短い雑草を踏んで動く様子を見つめた。歩みの度にざっざと草が鳴り、青々とした草の香りが空気を染めた。小さな生き物たちがわっと驚いて舞い上がった。

「虫……」

　あまりにうつむいていたので、くらっと足元がおぼつかなくなり、ロランはしゃがみこんでしまった。

　間近で見ると、草の生えた地面の様子は月の公園とは違っていた。月のように計画され区画され保護された自然ではなく、あるがまま、そのまま放置されている草原。

　葉のあちこちに未知の生き物の食くい痕あとが飾りのようにアクセントを添え、天然の細菌による罹り病びよう株らしい、変色し枯れ朽ちつつある草もあちこちにある。枯れた草には菌類が小さな黴かびの森をつくり、小さな虫たちがその菌をも食べようとしてか、這はい回っている。

　複雑な生と死のモザイク画、ライブラリィで昔見たことがある古代絵画のようだとロランは思った。

「！」

　立ち上がろうとしたロランはふと動きを止めた。

　雑草の生い茂る荒れ地のただ中、自分以外の呼吸音を感じたのだった。

　ロランはあたりを見回した。人影はない。

　そろそろと足を踏みだすとかさりと草が鳴る音がした。

　ロランはさっと首を振った。アドレナリンが拍動を上げたが、あまりに急な動きに血流量が間に合わずざっと視界が暗くなって体温が一気に下がったような気がした。

　ふらつく足を何とか立て直した時、揺れる視界に気配のもとが現れた。

　……コヨーテ

　藪やぶの向こう、虫食い痕や枯れ葉の混じった草藪の向こうを四つ足の、灰色の影がよぎった。

「うわ……」

　ロランはふらふらと尻しり餅もちをついた。ロランのお尻の下で草がじくっと潰つぶれて青い匂においが空気を染めた。

　ざざっと草を鳴らしてそれは現れた。

　灰色の毛並みは太陽を受けていることを拒むように艶つやが無く、予想以上に大きな体をさらに大きく見せようと毛をふわっと逆さか立だてていた。

「本物の……コヨーテ？」

　真っ赤な舌を垂らし荒い息をついている。底知れない黒い瞳には何の譲歩も無く、近づく前からたとえようのない息の臭においが空気に染みていた。

「ぼ、ぼくはお、おいしくないよ……」

　ロランは尻を擦こするように後退した。しゃりしゃりと草を擦って後ずさると、その手が何かに触れた。手元に目をやると枯れ枝が一本落ちている。

　目を離した隙すきにコヨーテがささっと近づいてきた。

「わ、わわ！」

　ロランは枯れ枝を拾って左右に振り、コヨーテを牽けん制せいした。

　その時、日が陰った。

　微かな振動が降ってくる。風が何かに巻きついているような音がする。

　空に……何かが現れた。

　ロランははっとして一瞬コヨーテから視線をそらした。

　その隙を逃のがさず、コヨーテの肉食獣の呼気が物もの凄すごい速さで近づいたのがわかった。

　あわてて枝を構えなおすと、灰色の中の赤い火のような口がロランに向かって開かれているのが視界に飛び込んできた。

「わーっ！」

　ロランが叫んだ。

　と同時にいろいろな音が聞こえた。

　乾いたぱんという音とコヨーテの足元の土が飛び散る湿った音、コヨーテが当惑して息を止め、次いできゃんとあげた悲鳴。

　コヨーテが驚きつつ横に跳び退のき、再びぱんという乾いた音がコヨーテの足元の土を四方に散らした。

　さらに一歩跳び退いたコヨーテの鼻先の土がまたぱんと散った。

　灰色の四つ足の肉食獣は現れた時と同じくらい機敏に藪の向こうに走り去った。

　ロランは震えながらコヨーテの遁とん走そうする姿を目で追い、続いて空の影を見上げて身動きできなくなった。

　青空を覆うように、それは漂っていた。

　……巨大な四角い物体

　風を孕はらんで浮かぶそれは、天然繊維の布でできているように見える。

　宇宙船ではない。巨大な布でできた四角く分厚い……翼？

　その下にぶら下がっているつり下げ式の船体ゴンドラにはたくさんの窓が開き、人影が動いているのが見えた。その人影の一つが、確かにロランを見下ろしているのがわかった。

　遠目だったが、その人影が手に何かを構えていること、金色の髪が風に少し揺れているのだけは何となくわかった。

　ともかく大きい。絶対に空に浮かぶはずのないもの……。

　四角い布製の分厚い翼の下、金属製のゴンドラの後ろから、布で作った三角の翼が地面に向けて優雅な曲線で伸びていた。その翼が風をまとって鳴っていた。

　やがて四角い巨大な翼の前縁部に並んだ六つのファンが、甲かん高だかい音を立てて回転しはじめた。

　後に、浮船ひこうせんという名だと知ることになるその乗り物は、風を起こして東に飛び去り、ロランは一人太陽の下に取り残された。

「……助けて……くれたんだよね……」

　ロランはぽつりとつぶやいてどんどん遠ざかる四角い影を目で追った。




　　　　河




　荒れ地をもう少し進むと、ふいに目の前に褐色の風景が開けた。

　思わず駆けだすとくらくらと目が眩くらんで、褐色の風景と荒れ地を区切る明確な区切り線でしゃがみこんだ。

「道路？」

　幅でいうと五歩か六歩程度の直線で、中央付近に不ふ明めい瞭りようながらセンターラインも読み取れた。左右二本ずつ削られた溝が走っているものの平らに整地されたそれは、何らかの移動機関が運行している証あかしだろう。

　風が吹いた。

　ざわわっと耳に心地よい波動がロランを包んだ。

　目を上げ、立ち上がると目の前の褐色のカードが、風の中、太陽の下でさわさわと波立っていた。

「風の形がわかる……」

　ロランはその光景に心を奪われた。

　風に揺れる褐色のものに触れてみると、それは植物で、乾いて枯れかけていた。赤い粒がその先端にみっちりと並び、その重さでかすかにたわんでいた。

「……麦？」

　ロランは静かにその穂先を指先でなぞった。いがいがしたとげが指に心地よかった。

「全部……麦？」

　ロランは地平線まで広がる褐色の海を見渡した。

「すごいよ、これが……麦の原種？」

　ロランは早足で道を右に折れて歩きはじめた。「それにこんな広いファーム、初めて見た……」

　褐色の海の縁を時々左手で撫なでながら歩くと、麦畑の真ん中を走る道があった。

　どこに向かえばいいかわからずに角を左に折れ、褐色のカードの真ん中に立っている自分に気づいてまた歓声をあげた。

　夢中で道を歩いていくと、嗅かぎ慣れない臭においがした。さらに少し歩くと、何か微かすかな音が聞こえた。道はやがて草の生えた斜面にぶつかって二ふた股またに分かれて斜めに上っていた。ふうふう言いながらそこを登ると、目の前に信じられない風景が広がった。

「わあっ！」

　目の前に光の帯が広がっていた。

　ちゃらちゃらと鳴きながら流れる膨大な量の水。水の匂においが風に染みるほど膨大な水量。

「河？」

　ロランは思わず叫び、くらっと立ち眩んでしゃがみこんだ。

　土手の下は密な藪に覆われて降りられないようだったが、その向こう側、流れのおもてにきらきらと午後の太陽がちりばめられている。恨めしそうに水面から目を上げると、彼方かなたに緑の対岸が見えた。恐ろしく大きな水の流れだ。月の運河ほどもありそうだ。

　ロランは嬉うれしさに歩みを速めて河の流れを追って土手を歩いた。

　しばらく歩くと左手に濃こい緑の森、右手に何やら河をまたぐ黒光りする、四つの半円の並びが目に入った。何か細長い影がその上を動いているように見えた。

　しかしそれが古歌に歌われている橋だと気づくよりも、河と土手の間の藪が切れて河まで降りていける短い草の河原が現れたことにロランは心を奪われた。

　ロランはわっと声を上げて汗を拭ぬぐった。

　滑りやすい草の斜面を降り、蒸れて履き心地の悪くなった革の靴を脱ぎ、少し考えてから背負ったバックパックを下ろし、汗ばんだシャツとズボン、下着を脱いで裸になった。

　肌を風と日差しが交互に撫でて過ぎた。

　恐る恐る足を河の水につけると、生温ぬるい水が足首に絡みつき、底のぬるついた石が足の裏を優しく受け止めた。

「ううっ！」

　ロランはぞくぞく震えて肩を抱いた。しかし嬉しさのあまりそのままざぶざぶと河に入り込み、わっと水をすくって散らした。

　重い雫しずくがゆっくりと低く空に舞い上がって、太陽の光にきらきらときらめきながらものすごい速さで水面に戻っていった。「水もやっぱり重いんだ……」

　思えば、こんな重い水を飲むのだ。ラット・ローラーで重力に慣れる試験を受けた時も下痢したことを思いだし、ロランは少しだけげんなりした。

「あ……」

　げんなりしていたロランはもっと楽しいことを思い出した。ばしゃばしゃと月より六倍重い水を蹴けって岸に戻ると、バックパックの中から何かを取り出した。

　派手な模様の掌てのひら大だいのもの。

　ロランは嬉しそうに頰ほおを緩めながら河に戻り、手にした原色のものをちらちら揺れる水面に浮かべた。赤地に黄色い線で小さな弧が描かかれている。愛あい嬌きようのあるくりくりした目の模様がきょとんとロランを見上げていた。

　……金魚

　何千年も前の鑑賞用の魚・金魚を模した金属製のおもちゃ……のレプリカだ。規則を犯してまで持ち込んだ宝物。

　赤と黄色のおもちゃは河の流れにふわふわ揺れた。

「わあ……」

　ロランは面白がって手で波を作った。金魚はくらくらと揺れて複雑な動きを見せた。

　重い水の密度が指先と膝ひざから下を少し強引に撫でて過ぎた。月では絶対体験できないこと。こんなにも無遠慮に水で遊べるなんて……。ロランは笑いだした。

　ちょっと気を許したその時、水の流れが金魚のディフォルメされた鰭ひれにぶつかり、くるくると金魚を回しながら本流へと吸い込んでいった。

「あ……」

　ロランはあわてて金魚に手を伸ばした。踏みだした足が渦を巻いて金魚をさらに本流へと押しやった。

「あ、ああっ！」

　二、三歩踏みだしてぐっと手を伸ばすと、足の裏にあったぬるぬるした丸い石が、ころんとロランの足元から転がり落ちた。

「え？」

　とっさに踏みだした足には何も触らなかった。

「わわわっ！」

　河には底がなかった。

　水面が迫ってきて、あっと言う間に頭の先まで密度のある重い水に満たされた。視界一杯が青く歪ゆがんだ。息ができない。

　あわてて手足をばたつかせると体が少し浮き上がった。波立つ河面を赤と黄色がくるくると回りながら遠ざかっていくのが見えた。

「あぷっ」

　ロランの体も金魚と一緒に河の膨大な水量に押されて流れはじめた。

　懸命に手足をばたつかせて息を吸おうとすると自分でかき回した水面が波立って鼻に入った。づんと脳天に響く痛み。苦しくて開いた口にも河の水が……未処理の野生的な味の水が大量に入り込んできた。

「たす……」

　ばたつかせた指先が金魚をつかんだところまでは記憶がある。

　声が聞こえたと思う。

『ジェシカ！　サムを下流から！』

　何か白くて金色の……美しいものも見えたように思える。




　　　　姉妹




　……白い肌と、金色の髪

　……あれは

「……ディアナさま？」

　……あれは壮行会

　ディアナ・カウンターの儀ぎ仗じよう兵へいが掲げる長ちよう槍そうのきらびやかなトンネルの向こうで微笑ほほえむディアナ・ソレル。

　月の女王にしてディアナ・カウンターの総そう帥すいである美しいディアナが白い手袋をした右手を差し出す。

　震える指でそっと握ると、細くて柔らかくて温かな指が手袋の薄い膜の下にあるのがわかった。

　震える指でそっと握ると……




　冷たくて堅くて、ぺこっと音がした。




「ん？」

　目を開けると何か場違いなものが見えた。

　月のディアナ宮のプラチナカラーの荘厳な内装ではなく……褐色のくすんだパネル。体を包み込むのはふわふわと温かな……。

　右手を持ち上げると、金魚のおもちゃ。

　ぺこりと潰つぶれている。あわてて指を離すと少し間をおいてぽんともとに戻った。

「もう大丈夫でさあ」

　すぐ近くで声がした。男だ。

「余所よそ者ものが流れてくることは珍しいことじゃないわ」

　少し冷静な、少し冷たい感じの声。

「裸でっていうのはないけどね」

　こっちの声は面白がっている。

　ゆっくりと頭を上げ、あたりを見回すと、褐色のパネルでできた部屋から金色の髪の少女が出ていくところだった。濡ぬれた長い髪がたくさんのひらひらした飾りのついた服を濡らさないように、肩に白いタオルがかけてある。

　ロランは金魚を枕まくら元もとに置いてベッドの上に身を起こした。くらっと目め眩まいがしたが必死に金色の髪を目で追った。

　もう一人、褐色の濡れた髪を肩の上で緩く編んだ小柄な少女がロランの視線に気づいて立ち止まった。

「ソシエお嬢さま。そんなのに関わらない方がいいですよ！」

　太った中年の女がソシエという名の少女を制するように部屋に入ってきた。手には何か持っている。

　ソシエは忠告を無視して部屋に戻り、褐色の瞳ひとみで何か珍しいものでも観察するようにロランをのぞき込んだ。

「このハイムのお屋敷はね、お前みたいな余所者がおいそれと出入りできるところじゃないんだよ！」

　女は本来は人当たりのよさそうな顔をむっとさせて、ぽかんとしているロランの手に黒い塊と把とつ手ての付いた器を手渡した。

「わっ熱っ！」

　ロランは把手でないところを握り、その熱さに思わず放り出しそうになった。

　把手をつかみ直そうとして黒い塊を手放すと、黒い塊はころころと白いシーツの上を転がってベッドから落ちていった。

「お……」

　あわてて手を伸ばすが届かず、白くて細い手が黒い塊をぎりぎりのところで受け止めてくれた。

「……あ、ありがとうございます」

　褐色の瞳をきらきらさせてロランを見つめながら、ソシエは受け止めた黒い塊をロランに手渡した。

　ちらっと中年女をのぞき見てから手の中のいい匂においのするものを見た。温かいというより熱いスープと、どうやらパンらしい。ぐううっとおなかが正直に鳴った。

　ソシエが馬鹿にするように褐色の瞳を細めた。

「でも……」

　ロランはパンに齧かじりつきながら上うわ目め遣づかいでソシエを見た。

　ふんわりとしていたが、うまくのどを通らず、スープをすすると熱くて口の中が火傷やけどしそうになった。どっしり重々しく、不思議な味だった。おいしかった。

「……恵んでもらうつもりはありません。お金も少しはあります」

　中年女がため息をついて席を外した。

「わかってるわ。ロラン・セアックくん」

　ソシエがパンにかかりっきりになっているロランの顔をのぞき込んで言った。

　ロランは思わずむせかえり、どんどんと胸を叩たたきながらベッドを降りて横に置かれたバックパックを確認した。口が開いていて、ロランの巧妙に偽造された身分証明書がのぞいて見えた。

「勝手に……のぞいて見たんですか？」

　口の中に残ったパンをごくっと吞のみ込んでロランは言った。

「あなただって、あたしたちの裸見たじゃない！」

　ソシエが顔を赤らめてそっぽを向いた。

　ロランは自分が裸なのに気づいてあわててシーツの中に戻った。

　ロランが憶おぼえているのは白い肌と金の髪。

　麗うるわしの女王ディアナ……。

「溺おぼれてて……ちゃんと見られませんでした」

　ロランも頰ほおを赤らめてそっぽをむいた。

「あたしたちの裸よりこっちの方が大切だったんでしょう？」

　ソシエが少し唇を尖とがらせて枕元の金魚をかすめ取った。

「返してください！」

　ロランはあわててベッドを降りた。両手がパンとスープでふさがっていたのでまたシーツがはらりと落ちた。

「い、いやよ！」

　ソシエは顔を背そむけ部屋を出ていこうとした。

「そんな！」

　ロランはパンとスープを諦あきらめ、シーツを体に巻きつけてソシエを追いかけた。

　たちまち目眩がして部屋のドアに手をついて何とかこらえた。褐色のパネルと思ったものは、ふんわりと温かく木だとわかった。

　ソシエがドアの外、赤らんだ空気の中で少し心配そうに立ち止まった。

「今夜はどうするつもりだったの？」

「この街の鉱山……ハイム印空缶鉱山で住み込みで雇ってもらおうと思って……」

　ロランが息を整えながら答えた。事前調査で同化先のリストが作られていて、ロランはその不思議な名前の鉱山が気になっていたのだった。

「へえ……」

　ソシエが意味有りげに微笑んだ。

「ハイム印……あ、ハイムさんて！」

　ロランははっとした。

「そうよ！」

　ソシエ・ハイムがまだ幼くて小さな胸を誇らしげにうんと張った。「あ、キャハラン！」

　ロランが言葉を探しているうちにソシエは褐色の髪を揺らして駆けだした。

　何事かとドアの外をのぞき見ると、何か不思議な四角いものが、見上げるばかりの大きな三角屋根を持つ建物のそば、傾いて赤みを帯びた日ひ溜だまりの中に停まっていた。

　ソシエが軽い足取りでその不思議なものに駆け寄っていく。

　ロランは部屋に駆け戻り、あたふたと服を着てバックパックを背負うと、パンをくわえたまま部屋を出た。

　さっきの何かはソシエを乗せて建物の向こう側に曲がっていくところだった。

　窓のある箱が、黒い輪の上に乗っている……。

　ロランはそれが車モビールという、月の電気車エレカにあたるものだと思い出しながら小走りに追いかけた。

　すぐに息が切れてふらふらした。ふうふう言いながら丸く張り出してたくさんの窓が開いた建物の東面の日陰に回り込むと、建物の南正面、豪華な装飾を施したエントランスの張はり出だしの前に、さっきのモビールが停まっているのが見えた。

　ともかく大きな建物。エントランスまでの距離は目め眩まいがして倒れそうなほど遠い。

　ソシエがモビールから飛び降りて、短い髪とスカートがふわっと揺れたのが西日を背にした小さな影の形で見えた。

　エントランスに人影が現れた。三人。浅い筒形の帽子をかぶった少し太った男と、まるまるとしたラインを描く女性、そして金色の影。

　モビールから降りた人影が、モビールの違うドアを開けた。

　ソシエの影と金色の影が近づいた。金色の影はソシエから何か受け取り、まっすぐにロランに向かって近づいてきた。

「成人式のために……」

　西日を背にした、まだ少し濡れた金色の髪。白い肌と青い瞳ひとみ。

　ディアナ・ソレル……。

　ロランは呆ぼう然ぜんと金色の影を見つめた。

「……体を清めていたのに、メチャクチャにしてくれたわね」

　金の影が何か差し出した。赤地に黄色の線。ロランの金魚だ。

「謝ります」

　ロランは思わず頭を下げた。とたんにバックパックがずり下がり、目眩も合わさって頭からごろんと地面に転がってしまった。

　あわてて起き上がろうとすると、金色の影、ディアナ・ソレルによく似た少女が驚いたように見下ろしていた。ソシエがその横で必死に笑いを堪こらえていた。

「お父さんの鉱山で雇ってもらえるよう、頼んでおいてあげたわ」

　金色の髪の毛がさっとロランに近づいた。

　手にした金魚をそっとロランの前に置いた時、ふわりと金色の髪の房がロランの目の前で揺れていい匂いがした。ディアナ・ソレルとは違うが、いい匂いがした。

「あ、ありがとうございます……」

　ロランはしゃがみこんだままあたふたと頭を下げた。

　またぐらぐらと目眩がして、呻うめきながら顔を上げた時には、四角いモビールはすでに広い車回しで方向転換してロランの横をぷろろろと横切ろうとするところだった。

　ロランはよろよろと立ち上がり、不思議な形のモビールを見た。

　月のエレカよりもずっと視界が悪いだろう。豪華な飾りが施された箱形の客室サルーンの後部に、剝むき出しの運転席が付いていて、そのさらに背後にどうやらエンジンが納まっているらしい四角い出っ張りがある。

　電気ではなく何か内燃機関で動いているのだろう。不思議な駆動音と白い蒸気を後部の出っ張りから放っていた。

　ロランは立ちくらみを堪えながら、モビールの窓の向こうの金色の髪を目で追った。

「新型のサルーンよ」

　ぼんやりとモビールを見送るロランにソシエが誇らしげに言った。「もう一台、一回り小さいのがあるわ」

　ロランはソシエの言葉に曖あい昧まいに驚いて見せた。

「私たち専用なの。……ところであなたも行く？」

　ぽかんと立ちすくむロランにソシエが声をかけた。

「どこへですか？」

「夏至のお祭よ」

　ソシエが秘密の宝物でも見せようとしている子供のような、余所よそ者もののロランが驚く顔をこの上なく楽しみにしているような笑顔を見せた。




　　　　祭




　ロランたちの降り立った山、アーク山の麓ふもとの街・ビシニティの中央広場の、何千年も前から建っている黒い神輿みこし小屋の時計台が八時を告げた。

　夏至、太陽と地球が最も近づく日を明日にひかえ、空はまだ明るい。

　その尖った時計台の下には大きく北へ向かって開かれた窓。

　窓にはビシニティで最も裕福なハイム印空缶鉱山の主、ディラン・ハイム氏が誇らしげに佇たたずんでいた。

　窓の外に目を移せば、神輿小屋を取り囲む不思議な弧を描く巨岩の柱の中、観衆がたいまつを掲げてざわざわと集つどって祭の始まりを待っていた。

「キエルさまももうそんなお歳としになりましたか」

　ディランとともに祭を見守っている世話役の老人の一人が言った。首の通る穴と袖そでがあるだけの長衣を着て、額には木の葉を差し込んだシンプルな冠をかぶっている。

「つい昨日までおもちゃをねだって泣いていたと思ったら……」

　ディランはちょびひげを撫なでて苦笑した。

「お美しくなりましたね」

　もう一人の老人が言った。「ソシエさまが祭の主役になられる二年後も楽しみですな」

「いやいや、あんなじゃじゃ馬がホワイトドールの膝ひざの間に立てるとは思いませんよ」

　ディランが苦笑した。

　何か大きなものが軋きしむ音がして、ディランの眼下にそれは現れた。

　神輿小屋を取り囲む群衆がわっとどよめいた。

　……巨大な像

　木の葉か鳥の羽根でできた冠を頂く厳しい顔。その逞たくましい胸の下、巨大な膝の間の窪くぼみに金色に輝く髪が見えた。

「本当にお美しくなられた……」

　別の老人が言った。

　ディランは老人の言葉に今度はただうなずいて見せた。




　広場に近づいたロランの耳に、微かすかに歌声が聞こえた。




　　シーシッシー

　　　シーシッシー

　　ラーセッセ

　　　ラーセッセ




「これ以上は無理です」

　運転手が音を上げて振り返った。「ソシエお嬢さま……」

　観衆の群れに行く手を阻まれて、ハイム家のモビールは立ち往生した。

　ソシエたち専用というそのモビールは、確かに小振りだが、運転席がサルーンの前に付いているのでさっき見たものより視界がいい。

「ありがとう。間に合いそうだわ」

　ソシエが運転手に声をかけ、スカートをたくし上げてサルーンから飛び降りた。「早く！　キエル姉さんの晴れ舞台よ！」

　なぜか一緒に乗っていたロランは、ソシエに手を引かれて転がり落ちるように人込みに連れ込まれた。二人の頭にも祭に集まってきた群衆と同じ、木の葉の冠が乗っていた。




　　ウォウォウォ

　　　ウォウォウォ

　　ホワイトドールのご加護のもとに

　　　ホワイトドールのご加護のもとに




　群衆の放つむせかえるような熱気と体臭、夜の空気を震わせる不思議な調べ。その目め眩まいが止まらない雰囲気の中、ロランはソシエの細いが力強い指にただ従うしかなかった。

　人波をすり抜けていくと、広場とおぼしき空間に出た。

　たいまつに照らしだされた白い指のような巨大な岩の柱に囲まれた中、黒い奇妙な建物が見えてきた。まるで巨人の掌てのひらの上に乗っているように見えた。

　尖とがった三角の屋根を持つ背の高い小屋。

　その光景は違和感があった。まるでビシニティの街ができる前からそこにあった建物を、何千年もの間、少しずつ改修を繰り返しながら保存してきたような、そんな場違いさが闇やみにしみだしていた。

　その建物の前に、たいまつの赤い光に照らしだされて白い巨人が見えた。まるで太古の戦士が大地の底から蘇よみがえったような、そんな存在感があった。

　黒い建物が忘れ去られた過去と今とを結びつけているのかも知れない、そんな神秘的な存在感があった。

「マウンテン・サイクルへ！」

　群衆のざわめきの中、りんとした声が響きわたった。キエル・ハイムが両手を上げて群衆に呼びかけたのだった。

「アーク山へ！」

　群衆がそれに応えて、白い巨人がぐぐっとせり上がった。像はどうやらたくさんの若者たちによって持ち上げられているようだった。

「行くわ！」

　ソシエがロランの手を引いてさらに歩みを速めた。

　間を置かずどおっと群衆も動きだした。白い巨人がぞぞと進んだ。

「あれ……」

　もみくちゃにされながら、ロランは白い巨人を目で追った。その膝の間できらめくのは金色の髪。「お姉さん？」

「そうよ」

　ソシエが誇らしげに答えて、ロランの手をひいて人込みをさばいていった。

　群衆は不思議な響きの歌を延々と歌いながら、どろどろと地面を震わせる勢いで広場を出発した。

　巨人の指のような岩の柱の間を抜け、[image: “]Vicinity Station[image: ”]と書かれた看板の横、広場に来る時に渡った二本の鉄の棒が境界線のように横たわっているところを通り抜け、山手に続くらしい暗い道をどんどん登りはじめた。

　たいまつの列の進む先には、薄紫色の夜を背にして静かに林立する塔のような山がそびえ立っていた。

　フラットの降りた場所の近くだとロランは思った。あの尖った山々がマウンテン・サイクルと呼ばれる、群衆の目的地なのだろうとロランは思った。

「ねえ、ホワイトドールって何のこと？」

「もう少し行けばわかるわ」

　ソシエが楽しそうに言った。「私も再来年十五だから、宵越しの祭に参加できるのよ」

　ふいに黒い人影が二人の前に立ちはだかった。

「ソシエお嬢さま！」

　ロランはその声に聞き覚えがあった。確かロランを助けたハイム家の使用人。「ここから先は行けません！」

「サム、少しのぞくくらいいいじゃない！」

　ソシエが立ちはだかるサムの影の向こうをのぞきこんだ。

「ダメです。十五になった者たちだけの宵越しの祭ですから」

「ぼくも十五なんだ」

　ロランもサムの背後が気になった。ディアナに似たソシエの姉・キエルがそこで何を始めようとしているのか、気になった。

「余所よそ者ものは……」

　隙すきを見てロランはサムの腕の下をたっとすり抜けた。

「ロラン！」

　ソシエも気を取られたサムの背後をすり抜けてロランを追った。

「お嬢さま！」

　背後にサムの声を聞きながら、ソシエはロランに追いついてその手をとり、道の脇わきの岩場に這はい登った。

「余所者はこれ以上登れないのよ！」

　ソシエは楽しそうに笑いながら岩場を器用に登りだした。

　ふうふう息を切らしながらしばらく道沿いに這い登ると、白い巨人とたいまつの群れに追いついた。

　林立する塔のような山の輪、マウンテン・サイクルの中腹、道が広い台地で終わっていた。

　たいまつの赤く揺らめく光に満たされた広場で、長衣に身を包んだ黒い影がてんでばらばらに蠢うごめいている。踊っているようにも見える。




　　ラーラセッセー

　　　歳としを越せ

　　　　夜を越せ

　　男は男

　　女は女

　　ホワイトドールのご加護のもとに

　　　ホワイトドールのご加護のもとに




　気がつくと歌が変わっていた。

「大人たちは下山だ！」

　中年くらいの男の声が聞こえた。

「下で酒盛りだあ！」

「若いのはいいなあ」

「一生に一度の晴れ舞台だからなあ」

　たいまつを掲げた人影がざわめきながらもときた道を下りだした。

「世話役の大人たちが降りる……わたしたちも降りないと見つかるわ」

　ソシエが少し不安げにロランの手を引いた。

　しかしロランはたいまつの明かりに満ちた広場を凝視して身動きできなかった。

　広場の奥、山の岩肌に何か巨大な黒い影が穿うがたれていた。

　岩を掘り抜いて作った……

　……巨人像

「これが……ホワイトドール？」

　見上げるばかりの巨大さ。その無表情で粗雑な造作の顔の横に、巨大な三角の耳がつんと上を向いて生えていた。頭には冠にしては貧相なとさかが一本。

　ロランは流れる汗を震える指で拭ぬぐった。ぐらぐらと足元が揺れ、視界の果ての巨大な石像が身じろぎしているようにも見えた。

　石像の膝ひざの上に置かれた両の掌の間に、木で組んだと見える舞台がかけ渡してあり、その両端で燃える一際大きなたいまつの光の輪の中で金色の光が走った。

　……ディアナ・ソレル。

　美しい金色の髪がふわりと流れた。両手を空に差し上げたのだ。




　　男は男

　　女は女

　　ホワイトドールのご加護のもとに

　　　ホワイトドールのご加護のもとに




　遠く、巨大な石像の捧ささげ持つ舞台の上、小さくしか見えない金色の姿が、ロランには真空の宇宙空間の中、揺るぎない光を放つ太陽に見えた。

「パートナーを選びます！」

　闇を清らかに染めてキエルの声が響きわたった。

　巨人の足元でたいまつを掲げていた男たちがどっと叫んだ。口々にキエルの美しさを讃たたえ、我こそはと名乗りを上げている。

　その声が夜の底から山へと響きわたり、夜空へと知らぬ間に昇っていた赤みを帯びた月さえも震わせているように思えた。

　ロランは言い知れぬ興奮を覚えた。あの夜空に浮かぶ光が……自分の生まれ育ったところなのだと。

　その月が、夜空からぎらぎらと血走った目のように地球を見下ろしている。金色に輝く、ディアナによく似たキエルという少女に羨せん望ぼうの眼まな差ざしを注いでいるように見える。

　キエルは汗ばむ肌をたいまつで朱に染め、月の血走った視線をよそに眼下の新成人の男たちを値踏みするように見回した。

　この瞬間、キエルは一生に一度の祭・宵越しの祭の女王になった。




　彼女が女王になれるのは、この時だけのはずだった。

　ほんのささいな出来事のほんのささいな組み合わせが、彼女たちの生き方を変えてしまいさえしなければ。







　二：順応







　　　　鉱山ヤマ




　空缶というのは、地中から時々見つかる古代金属のことである。

　ハイム印空缶鉱山はビシニティの北東、街から見るとちょうどアーク山の陰に位置している。

　相場としては格安ながらも、しがない雇われ技師であったディランにとっては人生最大の買い物だった不毛の谷。

　その岩しかなかった荒れ谷も、今や専用の引き込み鉄道が休む間もなく行き来する、イングレッサ随一のアルミ鉱山となっている。

「大昔、ここには大きな街があったんだろう」と言う者もいれば、

「いや、鉄屑置場ジヤンクヤードがアーク山の噴火で埋まっているだけさ」と嘲あざける者もいた。

　後者には「空缶だってそのうちに底をつくさ」という意味が含まれているが、操業からもはや二十年、空缶の鉱脈は次々に発見されていたし、隣領の温泉で有名なルジャーナあたりの火山の話ならまだしも、アーク山は火山ではないのだからこの説は当たっていないだろう。

　鉱山で発掘されたその古代金属・空缶は、選別されて粉砕され、イングレッサ公立精錬公社へと運ばれる。

　俗にラインフォードの工場と呼ばれる、そのイングレッサで最も古い工場にある秘密の装置を通ると、空缶はアルミに変わり、それは再びハイム印機械工場でいろいろなものの原料にされる。




　六月の晴れ渡った空、鉱山上空で騒々しく飛行訓練をしている二機の飛行機も、ハイム印機械工場製の部品でできている。

　空を飛ぶ機械……そんなものが存在するなど、まだ半信半疑の年配者も多い。

　空を飛べるのは、ラインフォード家など領主ロードたちが大昔から持っている、空に浮かぶ船・浮船ひこうせんだけだとずっと信じられていた。

「空気の重さよりも軽いガスが詰まっているから、空に浮かぶんだ」少し聞き知った者ならそう言う。「水にアヒルのおもちゃが浮かぶのと同じ。アヒルの中に水より軽い空気が入ってるだろ？」と。

　そしてハイムの鉱山が操業を開始したのと同じ頃ころ、イングレッサ領の領主ロードがどこからかクン飛行一族を連れてきた。西の方からという噂うわさがあるが確かではない。

　そのクン一族が、ラインフォードの工場とハイムの鉱山の支援のもと、この飛行機を作ったのだった。

　空を縦横無尽に飛び回るこの二機の飛行機も、ビシニティの南東にひらけたクン飛行場から飛び立ったものだろう。

　オレンジ色の翼を持った一機は初期の、しかし基本設計が優れているので未だに現役の複葉機、ブルワン型だと素人しろうとでもわかった。

　しかしもう一機、アルミの無む垢くらしい銀色の飛行機は見慣れない形だった。

　新型だろうか？　オレンジ色のブルワンを、前後逆にしたような形で、先端がやけに尖とがって翼がお尻しりの方についている。

　この二機がもつれ合うように舞い飛ぶ姿に、鉱山労働者たちも手を休めてぼんやりと空を見上げるしかなかった。飛行機自体が珍しくなくなった今でも、うっとりするほど巧たくみな操縦技術だった。




「すごいよなあ……」

　鉱員の一人が口笛を吹いた。日に焼けているのか粉ふん塵じんで汚れているのかはっきりしない褐色の肌を銀色の汗がひとすじ流れた。

「手が留守になってるぞ！」

　そのそばを現場監督がどやしつけて通りすぎた。

　鉱員はあわててトロッコを倒し、空缶をラインに落とした。がらんがらんと埃ほこりをまきあげながら、ひしゃげた空缶の塊は樋といを通って鉱山鉄道のトロッコに流れ込んだ。

「ロランは？」

　監督が仕事もせずにぼんやりと空を見ている年寄りの鉱員に聞いた。

「ロランは元気さあ。近頃は貧血もおこさんし……ただ髪だけは切りよらん」

　老人がぼけたことを答えた。

「どこにいるか聞いてるんだよ！」

「あの髪だけは邪魔臭くさくてしょうがない……」

　老人は素知らぬ顔で坑道に戻った。

「ロランなら新しい竪たて坑こうのエレベーター修理だよ」

　さっき監督がどやしつけた鉱員がぶっきらぼうに教えて、トロッコを暗い坑道に押して入っていった。




「……ロラン」

　無骨な指先が工具を差し出した。「もう二年経つか……」

　ロランは受け取った工具を一度口にくわえて、小さなドライバーを返した。

「ソシエお嬢さまがおまえをつれてきた時にはどうなることかと思ったが……」

　年老いた機械技師が苦笑した。

「すみませんでした」

　ロランは申し訳なさそうに笑った。

　銀色の髪は肩まで伸び、汗ばんだ褐色の裸の胸に貼はりついていた。

「いつも倒れてばっかりで……」

「いやいや、おまえが機械に強くってわしも助かった」

　老技師が油で汚れたタオルで額を拭ぬぐった。六月の日差しが照っている外よりはひんやりと涼しい坑内ではあったが、狭いところでじっと作業をしていると汗が流れて息苦しくなる。

　ロランは働きはじめた頃、何度も気を失った。

「ラインフォードの御おん曹ぞう司しがハイムの旦だん那なさまを煽あおって次から次へ新しい機械を作るから……字も読めん年寄りには辛つらかった」

　ロランはしみじみと昔のことを思い出す老技師を見つめた。

　貧血で倒れたり、風邪をひいたり腹を壊したりして休んでばかりいたロランに、根気強く鉱山の仕事を教えてくれたこの老技師には、どんな感謝の言葉を並べても足りないと、近頃そう思う。

　……近頃

　ロランはふっと視線を外して、エレベーターの昇降用モーターのコイルの束を交換した。うつむくと、ヘアバンドで押さえている銀色の髪がさらりと頰に垂れた。

「試してみましょう」

　狭いエレベーターの天井から這はい降り、スイッチを入れるとがくんとモーターが回ってエレベーターが下がった。

「よかった。壊れてたのはコイルだけでしたね」




「ロラン・セアックはいるか？」




　突然暗い坑道に声が響いた。

　ロランが振り返るとカンテラを手にした人影が近づいてくるところだった。

「はい……」

「ロラン、仕事はもういいからハイムの旦那さまのところに行ってくれ」

　現場監督がいきなり言った。「話があるそうだ」

　ロランは躊ちゆう躇ちよして老技師を振り返った。

「いい話ならいいな」

　老技師が自分のことのように嬉うれしそうな顔をした。




　……近頃

　二年の献体期間はもうじき、太陽が地球に最も近づく日・夏至を待たずに満了することになっている……。




　　　　抜ばつ擢てき




　ハイム印空缶鉱山から、住み込み先まで着替えに戻るのに自転車でも二十分はかかる。

　住み込み先といっても、実は鉱山の宿舎がふさがっていたことと、体が弱くて倒れてばかりいたことと、ソシエの余計なお節介もあって、ロランはハイム家の空き小屋を借りて住むことになったのだった。




　ロランは銀色の髪をなびかせ自転車をこぎ、屋敷を目ざした。それは給料を何カ月か貯めて買ったぼろぼろの中古品。

　月にも似たようなベントサイクルという乗り物があったが、それは地球の自転車とはまったく形の異なる三輪の乗り物。

　地球の自転車は重力を効率よく利用しているようにロランには思えた。

　サドルにまたがり体重を真下の方向にかけるようにペダルを踏むと、その上下運動がクランクを通じて回転運動に変わって、黒い特殊な斥せき力りよくベルトを回し、樹脂製の車輪を回す。……シンプルなのか複雑なのかわからないこの構造は、ロランの重力適応にも多大なる効果があったようだった。

　筋肉への負担と心肺機能の強化効果がほどよいバランスだったのか、何度も無残に転がってソシエに笑われながら練習するうちに、慢性的な目め眩まいや貧血が軽くなっていった。

　そうでなくても、ロランは自転車が好きだった。

　ぐっとペダルを踏み込むと、ぐぐっと黒い樹脂製の車輪が地面を嚙かんで、細い黒竹を継ぎ目無しで組んだフレームをぐぐぐっとしならせ、前輪を転がして動きだす。

　足を踏み込むつど、ぐっぐっと、自転車は前に進む。どんどん速度を上げて、どんどん車輪は回っていく。

　踏み込む、逆のペダルが跳ね上がる。それを又踏み込む。足を交互に踏み込み、ペダルをこぐ。こぐ。こぐ……。足を踏み込んだ分だけ自転車は進む。

　単純なことだが自分の力が自転車を動かしている。そんな自転車の、単純で迷いのないところがロランは好きだった。

　特に今日は調子がいい。昨日は非番で、大々的に自転車を分解掃除したからだ。

　ロランは昨日のことを思いだした。




　午前中は、春の嵐あらしで傷いたんだ発電芝の貼はり替えをするサムを手伝い、午後には時間が余ったので、自転車を分解掃除することにした。

「ぼろいわねえ」

　小屋の前で自転車を分解していたロランを、学校から帰ってきたソシエがからかった。「新しいの買えば？」

「ぼくの給料じゃまだ無理ですよ」

　ロランは言いながら外した黒いベルトを手で伸ばした。

　ぐっと一カ所を引くと引かれた側がきゅっと縮み、逆側がへろへろと伸びる。これを二つのプーリーに嚙ませて回転させると、入力以上の出力が得られることになる。不思議な性質だとロランはいつも感心した。

「面白そう。あたしにもやらせて！」

　ソシエがスカートも気にせずロランの前にしゃがみこんだ。

「駄目ですよ。油で手が真っ黒になります」

　あわててロランは体の向きを変えた。まったく恥じらいってものが無い。姉のキエルとは正反対だと思った。

「じゃあ手袋も貸してよ」

　ソシエはうっとうしげに髪をかき上げて耳にかけた。

「そろそろ交換の時期なのかな……」

　ロランはソシエを無視して呟つぶやいた。

「いらないなら頂ちよう戴だい。きれいに洗ってさ」

　ソシエも引き下がらない。

「交換するって言っても、これだって高いんですよ」

「何よ。沼でただみたいに採れるんでしょ？」

　ソシエが短くて邪魔にならないはずの髪をうっとうしげにかき上げ、頰を膨らませた。

「そう簡単には見つからないんです。お嬢さんだって知ってるでしょう？」

　ロランはそう言いながら今度は黒竹を一体加工したフレームを手に取った。「発電芝とか、この黒竹とか……採るのに許可も欲しいし……」

「〝領主さまのお知恵〟ってやつでしょ？」

　ソシエがふんと鼻を曲げた。「そんなこと知ってるわよ！」

　これらの不思議な素材は、ロードと呼ばれる階級の人々によってかつて発見され、利用されるようになったのだと言う。今でもその流通にはロードの許可が必要だった。

　不思議だった。献体養成研修で見せられた地球の風景は、何千年も前の第一次産業革命時代によく似ていた。月のライブラリィで観たことがある風景そっくりだった。

　しかし家々の屋根には緑色の、日を浴びると電気を発する芝のようなものが貼りつけてあり、電気機器にはコンデンサストンという天然の調圧素子が使われている。自動車は海で採れるフロジストーンという石から発生する水素で走る。

　原始的に見えるこの自転車ですら、沼で採れるらしい黒い不思議なベルトと、竹組師の手で強固な一体型のフレームに加工される黒竹でできている。ラインフォードの工場にある古いアルミ精錬装置や刈り入れ後に村々を回る黒粉屋の〝ドレクスラの粉〟も、その類ではないかと思う……。

　これらが何であるか……ロランは薄々知っているのだが、超微細機械の集合体とか、生きた金属類とかそんなことを話しても誰も理解できないだろうし、第一そんなことを知っていること自体知れたら、きっと疑われるだろう。

　だからロランはナノマシンという月の言葉を懸命に忘れようとした。

　地球では、これらは〝領主さまのお知恵〟で事足りるのだから。




　張りを調整したナノマシンのベルトはいつになく軽かったが、それでも伸びかけてパワーアシストが弱っているので、やがて足がつっぱりだし腿ももがぱんぱんになった。へたってしなりの少なくなった黒竹のフレームのおかげでお尻しりまでも痛くなった。

　こうなると、さすがにロランも自転車が嫌になる。

　その日も結局、ロランは屋敷にたどり着くや、大切なはずの自転車を無造作に小屋の前に乗り捨てて、ぶつぶつ不満を言いながら小屋に飛び込んだ。

　ふうふう息を切らしながら汲くみ置きの水でざっと体を拭ふき、新しいシャツに着替えて巨大なハイムの屋敷の南東角に開いた事務室のドアに向かった。

　事務室の風抜きのために開かれたままのドアに近づくと、人の気配がした。

　何かな？　と屋敷の表側をのぞくと、エントランスの日陰に真新しい白いモビールが入っているのが見えた。剝むき出しの運転席と箱型のサルーンが分かれたタイプではない。車高の低いオープンカーだった。

「グエンさまのモビール、最新型だわ」

　ソシエの声が聞こえた。

「乗用車だってスポーツのように走らせたいっておっしゃっているのよ」

　自分のことのように誇らしげに説明しているのはキエルだ。

　ロランは今でもキエルとまともに会話できない。どうしてもディアナ・ソレルを思い出して言葉が出なくなってしまう。

「ロラン・セアックです」

　気まずいキエルにも騒々しいソシエにも気づかれないように、開け放たれたドアを入って事務員にこっそりと声をかけた。




「戦闘機も必要なんですかねえ……」

　書斎でディラン・ハイムが少し訝いぶかしげに言った。

「海上での戦闘も考えています」

　若い男が言った。

「海を越えてガリア大陸が攻めてくるってなら……そうなりましょうなあ」

　ディランは目の前の応接椅い子すに腰かけた日に焼けた若者を見た。

　ディランは叩たたき上げの起業家で、若いころは貧しい雇われ技師だった。

　身分不相応な借金までして荒れ地を買い、そこから莫ばく大だいな空缶の鉱脈が発見される前日に、地元の大地主の箱入り娘と駆け落ちしようとしたというから……経済人というよりも山師に近いのだろう。

　だからこそ、その野暮ったくて無骨な労働者然とした容よう貌ぼうからは想像ができないほど話がわかる部類と言えた。人を見る目も理屈・損得抜きで勘を重視する。

「ですから増産路線は続けます」

　若者が資料を一通り眺めて言い切った。「これで結構です」

　……グエン・サード・ラインフォード

　年老いた祖父メッサー・ラインフォードに代わって、このイングレッサ領を治めるラインフォード家の御おん曹ぞう司し。

　グエンという若者は、いいお得意先であると同時にディランの興味の対象でもあった。

「それから、ほかの領地の山に進出することも考えてください。悪路用の軍用車両も視野に入れています」

　ディランは仕事がら他領のロードともつきあいがあったが、この若者は違うと思った。

　短く刈り込んだ髪も健康的な褐色の肌も、常に鍛えているのだろう引き締まった体も……かつて空飛ぶ船でこの土地に降り立ったという伝説だけで支配者気取りのほかのロードの御曹司とは雰囲気が違う。

「うけたまわりましたが……」

　ディランはグエンの返した書類をうやうやしく受け取って頭を下げた。「本当に……戦争は始まるのですか？」

「噂うわさですよ」

　グエンがそう言いながら、部屋の片面に飾られた旧式の長銃ライフルを手に取り、構えてみせた。「しかしこれを利用して工業化社会を作りたいというのが私の狙ねらいです」

「さすが御曹司」

　ディランが感心したように言った。「領地の跡継ぎであり、新時代の産業を興そうとなさる俊英でいらっしゃる」

　他意はなかったが、聞き方によってはロードの小こ伜せがれがなんて大おお風ぶ呂ろ敷しきを……という皮肉にも聞こえたかも知れない。

「政治・外交を年寄りがやっている以上、産業を拓ひらくなんて暇があるのは私だけですからね……」

　グエンが苦笑しながらライフルを壁に戻した。「味がありますね。開拓時代のハンドメイドですね……」

「旦だん那なさま」

　声がした。「お話はお済みですか？」

　風抜きのために開いたままのドアの外に事務員が立っていた。

「ロランがきていますが……」

　事務員の後ろでロランがおどおどした様子で頭を下げ、銀の髪がさらりと揺れた。

「ああ、遠慮せず通してもらってもよかったのに」

　グエンが言った。「彼のような若者にも考えてもらいたい話をしていたところだ」

　ロランは、雇い主であるディランを差し置いて偉そうなことをいう男だなとグエンをちらりとうかがった。どこかで……会ったことがあるような気がした。

「グエンさまがおまえの話を聞きつけてな……」

　ディランがロランの肩をばんと叩たたいた。「勉強して大学にいかせるべきだと言うんだ」

「え？」

　ロランは驚き、腰に手をおいて何やら嬉うれしそうに微笑ほほえむ若者、イングレッサ次期ロード・グエン・サード・ラインフォードと雇い主を信じられない顔で見比べた。

「もちろん、仕事は続けてもらう」

　ディランが少しがっかりさせてやろうという顔でちょびひげを撫なでながら言った。

「きみはここで運転手の見習いをすることになってる」

　グエンがディランの企たくらみを少し台無しにした。「時間が今までより空くことになるから、勉強して新しい時代の担い手になるようがんばりたまえ」

　ロランは突然の申し出、あるいは業務命令に当惑した。

「さっそくだが、クン飛行場まで……きみの腕前を見せてくれないかな？」

　グエンがそう言いながら応接椅い子すにかけた上着と白い帽子を手に持った。




　　　　浮船ひこうせん




　ソシエはスポーツタイプのモビールが珍しかった。

　家にあるモビールは、リビングルームみたいに広い両親専用の四角いものと、ソシエたち姉妹が使う小型の一台。

　こんなに低く鼻先が長い、直線が鋭く交差するナイフかライフルのように美しいモビールは見たことがなかった。

　ソシエはキエルが止めるのも聞かずにあちこち触ったりのぞいたりした。

「あ、ここも座席になるんだ！」

　二人乗りの狭い運転席の後ろ、カブト虫の甲こう羅らのように滑らかな後部のトランクを開くと、二人横かけの補助座席が出てきた。

　キエルは、目を輝かせて補助シートの可動部分の金具の仕組みなどを観察しているソシエを、まだ子供ねと言わんばかりに眺めた。

　この髪の色の違う二つ下の妹のように、何でも楽しく感じられたらどんなに気が楽かとキエルは時々思う。

　飛行帽をかぶるのに邪魔だと髪をばっさり切って母親を卒倒させたり、学校の休み時間に同級生の男の子にボールをぶつけて気絶させたり……。

「お気に召しましたか？」

　キエルは突然近くでした声にはっとした。

　振り向くとグエンが、父親と……まだ鉱山にいるはずのロランを連れ立ってエントランスに降りてきていた。

「グエンさま。……なんでロランがここに？」

「ロランには、今日からうちの運転手の見習いをしてもらうことになった」

　ディランが娘に伝えた。

　キエルは驚き、ソシエはよかったじゃないと自分のことのように喜んだ。

「空いた時間に勉強もさせてもらえる」

　ロランが隠しきれない歓喜の色で頰ほおを染めた。

「勉強って……。仕事の合間にやれるほど簡単じゃないのよ！」

　キエルはついきつく言ってしまった。自分でも苦労している勉強を、簡単に空いた時間にと言ったのが気に入らなかった。

「そうでしょう？　グエンさま」

「そうだが……。でもローラはきみのお父さんの目にかなったんだろう？」

　グエンが少し困ったように言った。ロランの名をローラと呼んだ。

「ロランには、今年二年遅れの成人式に参加させようと思います」

　ディランがグエンに誇らしげに言った。

「え、本当ですか？」

　ビシニティの成人式。

　ホワイトドールの宵越しの祭は余所よそ者ものには参加できない。

　成人式に参加できるということは……。名実共にロランはビシニティの男、地球人として認められることを意味する。複雑な感銘が心に湧き起こって、ロランは何も言えなくなった。

「あたしと一緒？」

　ソシエがそんなロランの気持ちを知らぬまま、素直に喜んだ。

　キエルはそんな二人と、満足げな父親とロードの御曹司を見渡した。

　どんなに勉強しても、大学に入っても……。どこかの商人や役人と結婚することが女の生き方だと思われているのかも知れない。キエルはそんな気持ちになった。

　この秋からノックスの大学に進むキエルのことより、運転手の見習いになったロランのことの方が一大事のような、その雰囲気が心にささくれをたたせた。




　クン飛行場はビシニティの街並みの南東、麦畑と市街地の間に真っ直ぐに開けている。

　赤土を固めた滑走路が二本、それぞれ離陸用と着陸用に設置され、その間に退避場の草原が緑色の直線を描いている。

　空からはちょうど赤と緑の縞しま模様のリボンのように見える。

　そんなリボン目がけて、オレンジ色の翼を揺すりながら一機のブルワンが降下してきた。何度か機首をためらいがちに上下させ、最後には意図しないタイミングで着陸脚を赤い滑走路に落とし、ばんばん跳ねながら減速した。

「下手へたくそ！」

　クン飛行族の娘、メシェー・クンは苛いら立だち気味に吐き捨てた。「あれで市民軍ミリシヤだってんだから！」

　父の操る新型機ヒツプヘビーとの模擬空中戦を終えたばかりで、まだ興奮が醒さめやらなかった。

　メシェーは苦々しく二人乗りのアルミ無む垢くの機体を振り返った。

　メシェーの父は先端尾翼式とか、カナード型、エンテ型とかいかにも仰々しい形式名を言っていたが、高出力だがばかに重いエンジンに対応するためにブルワンを逆向きにしただけではないかと思っていた。バランスの悪い、役にも立たない機体だと……。

　しかし速度、運動性、安定性……悔しいがすべて、自分の手がけたブルワン改・メシェーワンよりずっと性能がいい。逆さブルワン、あるいは逆トンボみたいな変な形のくせに……。

　メシェーは悔しそうに飛行帽を脱ぎ捨てた。薄黄色の縮れっ毛が現れ、どちらかというとおっとりとした少女の顔がその下に見えた。

「手の空いてる奴やつは！」

　飛行場のどこにいても嫌でも聞こえる、独特な叫び声が聞こえた。ミハエル大佐の声だ。

「浮船ひこうせんの下へ集合しろ！」

　肉体労働者然としたひげ面の大男を乗せた深緑色のトラックがメシェーの近くを通りかかった。男のかぶる黒くてつばの広い帽子にはＭ字をあしらったミリシャのマークが入っている。

「大佐！　乗せてって！」

　メシェーはトラックに駆け寄ってドア脇わきのステップに飛び乗った。

「御おん曹ぞう司しの凛り々りしい顔でも見にいくのか？」

　ひげ面の大男、ミハエル・ゲルンがからかうように言った。逞たくましく日に焼けた肌にぴちぴちのランニングシャツが汗に濡ぬれて張りついていた。

「父ちゃんのあんな変な飛行機を買ってくれた変わり者……いや恩人だからね」

「馬鹿言え。御曹司はただ金を出しただけ。飛行機をミリシャで採用するよう推薦したのは私だぞ！」

　ミハエルが真面目まじめな顔で否定した。

　悪気は無いのだ。別に恩に着せている訳でもないのだ。メシェー・クンは知っていた。

　私設市民軍ミリシヤは、出資者のグエン・サード・ラインフォードとは別の力で動きたがっている。

　金は出させても口は出させない。

　それはミリシャに限らず出資者と事業者に共通する気持ちの乖かい離りなのだ。

　実際、彼女たち、クン飛行族も出資者＝ラインフォード家の顔色をうかがって飛行機を作っているのではない。

　ただ先祖伝来の技術をより高めるため。より速く、より高く、そしてより敏びん捷しように空を駆けるためだけのために、アルミと木と布を組み合わせる創作活動そのものにしかうかがいを立てたりしない。

　在郷の自警団や義ぎ俠きよう団だんを寄せ集めて作られたミリシャと、その創設者であるグエンとの間にもそれは当てはまる。

　この領地を守るために何ができるか、何が必要かを考えることはあっても、一ロードのご機嫌とりのための、パレード用の飾りではないのだと思っているはずだ。

　メシェーがそんなことを考えている内に、トラックは飛行場の隅、地面すれすれの所に漂う巨大な四角い浮船の、四角い影の下に入った。

　浮船ひこうせんはロード一族が古来伝えてきた空飛ぶ船で、現存するものはこのラインフォード家のものも含めて数少なく、また代々改造改修を繰り返してきたため原型を留めてはいない。

　近ちか頃ごろでは模倣機レプリカが旅客運搬用、あるいはミリシャ用に製造されていて、かつての空の民＝ロードという図式も、今や絵画か文芸作品の中だけのことだった。




「ローラ、いい腕だった。期待しているよ」

　ロードの象徴・浮船の影の下でグエンが白いモビールから降りた。

　しかしロランはぽかんと上を見上げているだけだった。

「どうした？　ローラ？」

　グエンも何かあるのかと浮船の底を見上げた。

　しかし見慣れた布張りの四角い翼のような浮力体の底や、それにぶら下がったゴンドラのたくさんの窓が見えるだけだった。

「浮船は……初めてかな？」




「ローラ？　ロランだろ？」

　メシェーがグエンを見送るソシエとキエルの背後にそっと近づき、ソシエに耳打ちした。

「ロランよ」

　ソシエがメシェーに気づいて肩をすくめて見せた。「それよりメシェー……。新型に乗せて……」

「そのうち〝ローラ〟もつれておいで」

　メシェーがからかう口調でソシエに耳打ちした。

「嫌だわ……。ロランの方がおぼえがいいんだもの」

　ロランはしばらく前からソシエの付き合いで、ソシエの友達であるメシェーから飛行機の操縦を教えられていた。




「あの……憶おぼえてませんか？」

　ロランが言った。「ずっと前に……コヨーテに襲われた時……」

「あ！」

　グエンがぱっと明るく笑った。「その銀色の髪！　どうもどこかで見たことがあると思っていたんだ」

「あの時……も、ありがとうございました」

　ロランは銀の髪を揺らして頭を下げた。

「縁があったな！」

　グエンが感慨深げに言った。

「御曹司！」

　話が途切れるのを待って、ミハエルが、黒い帽子をぴちぴちのシャツの胸につけ、右手の指先を額にぴしっと当てて背を伸ばした。

　敬礼というものだと、ロランも知っている。

　ディアナ・カウンターでも行なわれている古い儀礼動作だ。

「大佐、ハイム氏との商談は成立した。すぐにでも量産体制が整うから、数の心配はいらない」

　グエンがロランから目を離して仕事の話を始めた。「このモビールも自由に使っていい」

　ナイフのように美しいモビールがミリシャの手に渡ったのは正直残念だったが、ロランは自分の出る幕がなくなったと気づいてキエルの後ろに下がった。いつのまにかメシェーがいて少し驚いた。

「ありがとうございます」

　ミハエルはそう言ってもう一度敬礼した。

　ミハエルの言葉に軽く微笑ほほえみながら、グエンはステップを登って浮船に乗り込み、窓の向こうで誰にというでもなく敬礼した。

　キエルが静かに頭を下げ、ロラン、ソシエの順で頭を下げた。メシェーだけがばいばいと手を振った。

　巨大な浮船を地表ぎりぎりに引き止めていた係留ロープが一本、また一本と外されていった。四角い浮船は静かに上昇しはじめた。

「モーター回せ！」

　ゴンドラの中から声が聞こえた。六つのプロペラがくーんという電気式のモーターの唸うなりとともに回りはじめた。

　浮船はゆっくりと向きを変え、そして東、イングレッサの首都・ノックス、ラインフォード家の居城ボストニア城へと進路を取った。




　　　　再会




　ノックスはイングレッサ領の東に位置する。

　穀倉地帯にある隣町のビシニティと異なり、商業と行政の中心地で、市内は電気で走る乗合の路面電車とモビールとで混雑している。たくさんのモビールが排気する湿気のせいか、ひといきれというのか、蒸し暑い印象がある街だった。

　建物はビシニティに普通に見られる芝貼はりの三角屋根の屋敷などほとんど無く、四角く空高くそびえる壁に窓が開いているだけの建物ビルデイングがひしめきあっている。

　そのビルの隙すき間まを舗装された道路が埋め、わずかな木々の緑は狭い公園に押し込められている。




　ロランは混雑した市内を運転する緊張感もあって、ノックスは苦手だった。しかし新米の運転手見習いにそんなわがままは許されることではなかった。

　夏至も間近に近づいた暑い日。ロランはノックスのデパートにキエルたちを乗せてきた。

　デパートは、四角く空高くそびえるビルの一つで、要は高級雑貨店。ロラン程度の給料では年に一度入れるか入れないかの高価な商品が所狭しと並べられている。

　ロランがその広々としたガラス張りのエントランスにモビールを止めると、青い制服のドアマンがサルーンのドアを開けてくれた。

「すぐ済ませるわ。ここで待っていて」

　キエルがそう言ってデパートに入っていった。

　ドアマンがドアを支えながらソシエが出るのも待ったが、ソシエは動かない。

　ロランが気づいてソシエを振り返った。

「行かないの！」

　ロランに声をかけられる前にソシエが言いきった。

「どうしてです？」

「お姉さんのパーティーのアクセサリーの買い物なんか……」

　ロランは運転席を降り、苦笑しているドアマンにチップを手渡した。ドアマンはぺこりと頭を下げてデパートのエントランスの仲間のもとに戻った。

「それに……ここ、値段が高いだけの成金趣味じゃない」

　ロランはドアマンがその言葉を聞いて気にしないかちらりと振り返ってから、ドアに手をかけて中をのぞき込んだ。

「キエルお嬢さまは趣味いいですよ」

「ロランはすぐそれだ！」

　ロランは苦笑しながらドアを静かに閉め、キエルを待ってドアの外に立った。

　ソシエはふてくされたように持ってきた本を開いた。

　流行はやりの冒険小説で、ミリシャの女兵士がたった一人、東の海を渡って襲ってきたガリアの秘密部隊相手に馬鹿馬鹿しい作戦で立ち向かう小説だった。キエルは子供じみていると笑うが、ソシエは動きにくいドレスで着飾ってパーティーに出て、見ず知らずの老人たちと退屈な話をするよりずっと楽しいと思っていた。

　ロランはロランで、物静かで感情を表に出さない大人びたキエルはディアナ・ソレルと重なってしまって萎い縮しゆくしてしまい、いつも元気でいつも何か楽しもうとする騒々しいソシエの方が一緒にいると安心できた。

　暑い日差しが、ぴっちり着込んだ青い制服の中に汗をにじませるが、それを口に出さず涼しげに立ち居振る舞うのに慣れてきた自分に、このまま……この仕事を続けてもいいかなとささやく心の声も近頃多くなった。

　一方であの日以来会っていない鉱山の仲間、老機械技師や口の悪さと気持ちの優しさがどうしても一致させられない鉱員たちのことも気になった。

　ぼんやりとそんなことを考えていたロランの前を、汗だくになって小麦粉の袋を手押し車で運んでいる若者が通りすぎた。

　……青く大きな瞳ひとみ

　汗だくの下着や汚れたズボンとは対照的に、赤い髪を隠すパン屋の白い帽子とエプロンがやたら白く光って見えた。

　ロランはどきんと心臓が動くのを感じた。

　通りすぎた若者を目で追うと、若者も少し過ぎたところで手押し車を止め、小麦粉の袋を直すようにかがんだ。その時にちらりとロランを振り返ってみた。

　ロランはちらりと車の中のソシエを見た。冒険小説に夢中になり、貪むさぼるように字を目で追い、ページをめくっている。

　若者を見ると、小麦粉の袋の上に屈かがみ込んで何かメモを書いているように手が動いている。書き終わるともう一度ロランをちらりと振り返った。

　ロランはさっと歩きだした。小麦粉の袋を積み直すのを手伝うそぶりをして若者に近づいた。

「ちゃんと暮らしてるようじゃないか」

　赤髪の若者が小さく呟つぶやいて折り畳んだ紙をロランに手渡した。

「キースこそ、パン屋かい？」

　ロランがあたりを気にしながら小さく聞いた。その顔は再会の喜びに爆発しそうだったが、懸命に平静を装った。

「ああ。フランもノックスで働いてるぜ」

「フランも？」

　ロランは堪こらえきれずに大きな声を出してしまい、あわててあたりを見回した。

「行けよ」

　怪しまれたら面倒だと言いたげにキースが小麦粉を積み直し終わった。

「ぼくはビシニティのハイム家に雇われてる」

　ロランはメモをポケットに入れて車に戻った。運悪くキエルがドアマンに開けてもらったドアからサルーンに乗り込もうとするところだった。

「お友達？」

　キエルが聞いた。別に職場を放棄したことを責めているわけでも、自分の知らない使用人の私生活に興味があるわけでもないのは、ロランにもわかっていた。

「田舎で……顔を知っている程度です」

　キエル＝ディアナに噓うそをつくのはこれが初めて。言ってから動揺で顔が赤くなった。




　キースから手渡されたメモには、ノックスの中心部、メモリアルパークにある博物館の名前と日時が簡単に書き込まれていた。

　その日はちょうどキエルのピアノとソシエのヴァイオリンの稽けい古この日で、指定の時間もちょうど待ち時間。二人の教室もおあつらえむきに博物館の近くだった。

　しかしロランはその日、若いヴァイオリン教師がボストニア城で行なわれるパーティーでの演奏を依頼され、リハーサルのためにいつもより早く教室を閉めることになるとは予想していなかった。




　ソシエは公然とレッスンを休めるとあって、軽やかにスカートを揺らして駐車場に戻ってきた。

　しかしモビールに戻るとロランがいない。制服の上着と帽子をサルーンに放り込み、鍵かぎをかけている。

　この炎天下、か弱いお嬢さまを締め出してどうしようっていうの？

　ソシエはそう思って頰ほおを膨らませた。

　わずかに熱気抜きのために開いている窓ガラスの隙間からスコアをサルーン内に差し込み、ロランが戻るまで散歩でもしようと日陰のたくさんあるはずの……メモリアルパークへとヴァイオリンケースを手にぶらぶら歩きだした。

　メモリアルパークは煉れん瓦がと石積みの街・ノックスの数少ない緑地で、あくせく働く必要のない有閑族の優雅な日光浴や散歩の場だった。

　全裸で日光浴にいそしむ先進的なご婦人の姿に驚きつつ博物館へと足をのばすと、人影のない巨大なエントランスの、白い石段の深い日陰の中に銀色の髪と白いシャツが見えた。

「ロラン？」

　ソシエはこっそりと様子をのぞき見ることにした。

　ロランは日陰の石段に腰をおろしてきょろきょろしている。

　と、突然ロランの横の石の手すりの向こうから茶色い棒がぬうっと飛びだして、あっと驚くロランの顔の前に突きつけられた。

　よく見れば長い堅焼きパンだ。次いで手すりの向こうから赤毛の若者が顔を出し、ロランは嬉うれしそうに笑って手すり越しにその若者を抱きしめた。




「小麦粉のひんやりした感触ってのはいいぞ！」




　何か楽しそうに話しているが、ソシエのいる物陰からはうまく聞き取れない。

　ロランと若者が並んで座った。パンを受け取ったロランは端を手で千切ろうとして、勢い余って隣の若者に肘ひじ打うちしてしまったようだった。

　ごめんごめんと笑うロラン。

　楽しそうなロランを見て、ソシエは除け者にされている気がして、寂しく、同時に腹が立った。




「あ、旨うまいじゃないか」




　しばらくすると二人が一斉に立ち上がって階段の下を見た。

　ちょうどその時、博物館の中から田舎からの観光客を引き連れた中年のガイドが出てきたので、ロランたちの姿がかき消された。

「北方のトーテミズムと、この大陸の太陽信仰が混ざった文化が、このアメリア大陸の土着文化として受け継がれたと考えられています。ただし、昔のままの文化は今では珍しくなりまして、隣町のビシニティでもうじき行われますホワイトドールの宵越しの祭など、限られた土地でしかお目にかかれませんね……」

　ガイドの声と見当違いな観光客の質問の声が過ぎて、次にロランたちが視界に入った時には、ロランの近くに少女が立っていた。ほっそりと瘦やせた、色白で髪の短い少女。

　ソシエはさらにむっとした。




「会いたかったよ！」

　そう言ってフラン・ドールがロランの腕をつかんだ。

「ぼくだって！　なんか前よりきれいになったじゃない？」

「重力に慣れただけだって……」

　フランがはにかんだ。「キースのパン、おいしいでしょう？」

「うん。フランはノックス・クロニクルの印刷工場で働いてるんだって？」

　フランが白いエプロンをめくってみせた。白いエプロンが黒く汚れていた。

「そうなんだけど、インクの臭においがまるでとれないの」

　黒目がちな小さな目を嫌そうに細めて、白く細い手首をロランの鼻先にそっと差し出した。

「いい匂においじゃないか」

　ロランがその手をとって手の甲に鼻を寄せた。一生懸命洗ったのだろう。冷たい指先から石せつ鹼けんの匂いがしたが、確かに印刷用のつんとするインクの臭いが底のほうに残っているようだった。




　ソシエにはロランが少女の手にキスしているようにしか見えなかったので決定的にむっとした。




「でもさ、地球でやっていけるって、自信ついたよね」

　フランが嬉しそうに言った。

「よせよ……そういう話」

　キースがあたりを見回して低い声で会話を止めた。

「でもさ、新聞社ならリアルタイムで情報がつかめるって思ったんだけど……」

　フランが小さな声で続けた。「月のニュースって何も無いんだよ……」

「東からガリア大陸が攻めてくるって噂うわさはあるのにな……もしかして、それって月のことじゃないか？」

　キースが言って振り返った。「博物館……見たか？」

「時間より早かったからのぞいて見たよ……」

　ロランも巨大なエントランスをかえりみた。

　四本の石の柱にはディフォルメされた動物の姿が浮き彫りされ、それに支えられた三角の石のひさしには[image: “]NOCIS NATURE HISTORY MUSEUM[image: ”]と彫り込まれている。三角の頂点にはたいまつを模したような飾りがついていた。

「でも……地球の歴史に月のこと一つも出てこないから変な感じ」

「だろ？」

　キースが言った。「月だけじゃないんだ。まるで、宇宙や月……昔の戦争のこと、忘れてるみたいなんだ」

「ヒルズ・ソックスに地球初の天文台が出来たの……私たちがきてからよ……」

　フランも訝いぶかしげに言った。

「天文台？」

　ロランがパンを齧かじりながらフランを見た。

「夜空を監視する施設だよ」

　キースがロランからパンを取り上げ齧りついた。「あれ……大丈夫かな」




　　　　月に吠ほえる




　夜遅くまでかかってソシエが〝女兵士もの〟を読破した時、モビールの排気音がかすかに聞こえた。

　こんな時間に？　と窓からのぞき込むと、見慣れないトラックが車回しで方向転換して屋敷を出ていくところだった。

　やがてライトの向きが、北に向かったのがわかった。

　怪しい。まさかガリアの秘密部隊？

　女兵士になりきっていたソシエは足音を忍ばせ、部屋を抜け出した。

　玄関ホールに降りると執事が自室に戻るところで、一呼吸遅れて寝間着姿の運転手のキャハランがホールを出て自室に戻ろうとするところだった。

　ソシエは寝間着の裾すそをたくしあげて階段を三段飛ばしに飛び降り、キャハランの後を追った。

「お……」

　ソシエの尾行に気づいて振り返ったキャハランの口を、ソシエが細い指先でふさいだ。

「白状なさい。さっきのトラックは何？」

　まるで女兵士のセリフだ。

「鉱山のトラックが故障しまして……」

　キャハランが苦笑しながらソシエの指を外した。「時間も時間なのでロランに見てもらったんです」

「ロランは？」

　メモリアルパークでの一件以来、ソシエはロランのことが気になって仕方なかった。

「さっきのトラックですよ。帰りの自転車を積んで、戻しにいきました」

「噓うそ！」

　ソシエが自分の声に驚いて口をふさいだ。「トラックは北に曲がっていったわ……鉱山とは方角が違うわ！」

　鉱山はアーク山北東の陰に位置する。一度南に向かい、線路沿いに山の南の広い道を回り込むコースが普通だ。

　ロランのトラックは屋敷を出て北に曲がった。その道は人けの無い荒地と麦畑の中を通って、アーク山の向こうまで延びている。




　うやむやのうちにキャハランはソシエを乗せてモビールを出していた。

　深夜の道路には通行人もモビールも無く、ただ星の光だけが浮かんで、昇ってきた満月がアーク山の稜りよう線せんを青く照らしていた。

「いたわ！」

　夜の向こうに赤いテールランプが見えた。

　鉱石運搬用で速度が出ないことが幸いして、ソシエのモビールはほどなくトラックに追いついた。

「ライトを消して！」

「無茶なことを」

　キャハランが躊ちゆう躇ちよすると、ソシエが助手席から手を伸ばしてヘッドライトを消した。

　視界が真っ暗になって、前方をいくトラックの赤いテールランプしか見えなくなった。

「わっ！　お嬢さま勘弁してください」

　キャハランが悲鳴をあげた。




　ロランは記憶を確かめるようにゆっくりと走り、やがて荒れ地を登る古い山道を見つけてハンドルをきった。

　ソシエも道路にモビールを止め、キャハランの制止を振り払って荒れ地を登りだした。ほどなくライトの消えたトラックを発見して忍び寄ったが、ロランの姿が見えない。

　昇りはじめた月の明かりの下、斜面を登っている人影が見えたような気がした。

　ソシエは寝間着をたくし上げて荒れ地をこいで人影を追った。やがてどこか遠くないところからざくざくと土を掘る音がするのに気づいた。

　恐る恐る近づくと、ふいに斜面が切れて深い谷になっているところに出た。その縁から下をのぞき込むと、高度を上げた月明かりの下、岩の谷の真ん中に大の字になった人影が認められた。

　夜の底から声が聞こえた。

　笑っている。

　笑っているのはロランだ。

　ソシエは月の光が体を冷やしていくような気がした。

　谷の底でロランらしい人影がむくりと立ち上がった。




　　みんな

　　　ちきゅうはとってもいいところだぞ

　　　　はやくもどってこい




　ロランが月に向かって両手を開いて叫んだ。




　　みんな！

　　　地球はとってもいいところだぞ！

　　　　早く帰って来ーい！




　その叫びに応こたえるように、夏の夜の鳥、ヨタカがきょきょきょと鳴きながら月の白い円盤に黒い翼の影を映して飛び去った。







　三：接触







　　　　兆し




　白い円盤の上に確かに影が動いた。

「また見えた……」

　黒い闇やみに浮かんだ白い円盤はゆらゆら揺れている。「撮れ！」

「無理ですよ、乾板交換中ですから！」

　揺れる月は、巨大な鏡とレンズの複雑な組み合わせを通して拡大された像だった。

　ガシャンと新しい乾板が差し込まれた。

　一人の老観測技師が巨大な反射望遠鏡をのぞき込み、若い技師がのぞき窓に据え付けられた専用写真機のレリーズを握る指先に全神経を集中させていた。

　暗い天文台の中に響くのは有線ラジオ放送の流行歌。

「ラジオを止めなさい！」

　甘く切ない恋の歌が、懸命に月を睨にらむ恋も忘れた老技師の神経を逆さか撫なでしたようだった。「気が散るじゃないか！」

　望遠鏡の巨大な筒の下、電話にすがっていた別の観測技師があわててラジオに手を伸ばした。

「あ、ボストニア城ですか？」

　ラジオのスイッチを切るのと同時に電話がつながった。「こちらヒルズ・ソックス天文台です！」




「わかった……」

　パーティーの最中にその電話を受け取ったグエンはきっと眉まゆに力をこめた。「観測を続けてくれたまえ」

　ボーイに受話器を返すと、近くで着飾ったどこかの貴婦人相手に、以前起こった暴動をどうやって鎮圧したか自慢話などしているミハエル大佐を呼んだ。

　ミハエルは少し不満げにグエンを見たが、その表情から何かを察して近づいてきた。

「パレードは急ぐことになった」

　グエンが小声で告げた。「ついに招かれざる客がくる……」




「なんでパレードがそんな日になるの？」

　モビールの助手席に乗り込みながらソシエがぶつぶつ言った。

　よりによって単独初飛行のその日、よりによって使用人のロランと一緒に単独飛行という屈辱を味わったその日、ミリシャのパレードが予定を繰り上げて開催されると聞いたのだった。

　それもよりによって夏至の前日。成人式の宵越しの祭のある日だという。

「成人式の後ならあたしだってミリシャの一員としてパレードに参加できるのに、あっ！　いやだお尻しり熱い！」

　日向ひなたにずっと置いていたので屋根のない運転席のシートが熱くなっていて、ソシエはあわてて立ち上がった。

「サルーンに座ればいいんですよ」

　確かに主人はサルーンに乗るものだ。しかし初夏の風を浴びて走った方が気持ちいいに決まっている。ソシエはフロントウィンドウの縁をつかんでしばらく立ったままいようと思った。

「ロランはお尻、熱くないの？」

「運転手ですから」

　ロランが言った。

　モビールを動かすと、メシェーがひらりと助手席に立つソシエの脇わきのステップに乗ってきた。

「本当にミリシャに入隊するつもりなの？」

　ドアにつかまったままメシェーが聞いた。

「そうよ」

　ソシエがつんとすまして答えた。「ロラン、あなたこそミリシャに入隊しなさいよ」

「ぼくは旦だん那なさま次第です」

　ロランは苦笑した。ロランの主人はディランなのだ。

　ディラン・ハイム。ロランの雇い主。ソシエ、そしてキエルの父親。

　……父親

　ロランの父親は、月の下級民の常で〝育ての親〟だった。

　制度上義務としてロランを育て、中学を出ればお払い箱のように献体を勧めた。あわよくば出世して自分の収入に加算額を加え、失敗すればディアナさまから見舞金が出るはずだったからだ。

　だからロランは親というものが事務的な利害関係でしかないと思っていた。何はともあれ養育してもらえる。それは子供として最低限度の生存という名の幸せだと割り切っていた。

　しかしソシエの父と会って驚いた。

　ソシエやキエルに対する愛情、厳しさ、おおらかさ。……すべてが異質なまでに優しかった。

　そして一介の使用人のロランにすら……月では得られなかった保護者の温ぬくもりを与えてくれた。

　こういう親になら、なってみたい気がした。月では考えられないことだが、献体期間が終わりさえすれば、誰かと結婚して子供を作り親になる自由も手に入るのだから。

　それに加えて、ロランはミリシャという市民軍の存在そのものにも、今一つ実感が持てなかった。

　二年前、ガリアの攻撃の噂うわさから設置され、日々増強されている。

　しかし相手は交易も途絶えたままの海の向こう。噂の真相はなかなかつかめないし、いつかキースが言っていたガリア＝月という説などもっと現実味に欠ける。

　月のディアナ・ソレルは戦いなんて考えていないはずだし、もし万が一、いさかいがあったとして、ディアナ・カウンターの武装とミリシャの武装は桁けたが違いすぎて戦いにはならない。

　何せディアナ・カウンターは千年以上、戦争も無いのにずっと訓練を積み、兵器を開発していたのだから……。

　で、結局、平和的な解決しか選択肢は無いと、……ロランは思っていた。

　それがムーンレィスとしての甘さやおごりであったとロランが気づくのは、すべてが動きだした後だった。

「メシェーからも言ってやってよ」

「ソシエだってお父さまのお許しをもらったの？」

　メシェーがにやにやしながらソシエの顔をのぞき込んだ。

「あたしは！」

　ぷいとメシェーの視線から顔をそむけた。「自分のことは自分で決めるの！」

　ほどなくモビールは飛行場の外れまできた。

「成人式しっかりね！」

　メシェーが言った。

「パレード、期待しているよ」

　ロランが言った。

　パレードに不本意ながら新型機ヒツプヘビーで参加するメシェーが、ありがとうと叫んでモビールからひょいと飛び降りた。




　パレードの日は過密スケジュールだった。

　まず午前中に、キエルが大学入学に備えて寄宿しているノックスの集合住宅アパートメントにキエルの荷物を運び、そのままハイム一家はミリシャのパレードの観閲。

　午後にはパレード後の園遊会に迎えにいき、夕方までにディランとソシエをビシニティに届ける。キエルとハイム夫人はそのままボストニア城のパーティー。

　もちろん最後はソシエと一緒に宵越しの祭に参加……。

　考えただけで目が回る一日。混雑を考えて、小さい方のサルーンで屋敷を出発した。

　ノックスまでの道すがらクン飛行場脇わきのミリシャ駐屯地を通るが、パレードに参加するためか他地区のミリシャが集まり、主要幹線にまで溢あふれだしていた。

　ぼんやりとその様子を眺め、ロランは危なく前方の車に追突しそうになった。

「前をしっかり見てなさいよ！」

　助手席に立ち上がってミリシャを眺めていたソシエが、危なく転がり落ちそうになった。

　……予想以上の武装

　空ににび色の突端を突き刺す重火器は空に向かって砲撃する高射砲。あちこちに並ぶ太鼓のような形の装置は移動式探照灯らしい。一際高い鉄塔の先にあるのは貧弱な銃座というより、測量器のよう。たくさんのラッパが空に向かって並んだ塔もあるが、拡声器なら下向きに四方に向けるはず。空に向かって何を叫ぶというのだろう。

　月では自殺行為とも思える空への攻撃設備類。まるで……外敵が空から来ると思っているような重装備。

　幹線道路には移動時間になるのを待つ武装車両が並んでいる。鉱山で使っている運搬用トラックとは明らかに設計思想が違うデザイン。鉄板は分厚くタイヤも巨大。その荷台にはやはり高射砲が据えつけられている。

　どうしてミリシャは……空を気にするのだろう。

　ロランはそう思った。




　　　　パレード




　不安を抱えたままノックスの中心部に着いたのは昼前だった。

　中心街にある割には閑静なアパートで、鉱山のものとは異なりよく調整されたエレベーターで数階上がった部屋でキエルが待っていた。

「大学はどう？」

　久しぶりに会った姉に飛びついてソシエが言った。

「始まらないからわからないけど、どうせ知ってることしか教えてくれないんだから」

　キエルがロランの持ってきた荷物を確認しながら言った。「わたし、社会に出たいわ」

「まあ、何を言うのかしらこの子は！」

　ハイム夫人が驚いた声を出した。ソシエがミリシャに入ると言ったら卒倒しただろうが、今回は何とか卒倒しなかった。

「三時にはノックスを出なくちゃならない。園遊会の場所は憶おぼえているな？」

　何間も広く瀟しよう洒しやな部屋がつながったアパートに荷物を運び込み終わるのを待って、ディランがロランに言った。

「はい」

「あら、ロランは一緒に行かないの？」

　大きな姿見でロランが運んできた新しい帽子を試着しながらキエルが聞いた。

「貴賓席には運転手は入れませんから」

　久しぶりに見たキエルはディアナ・ソレルにより似てきた。美しくなってきた。

　顔が赤らむのを感じてあわてて部屋を出ようとすると、ソシエが意味知り顔で飛びだしてきた。

「……ノックスのお友達に会うんでしょう？」

「別にそんなつもりは……」

　……あるのだが肯定するのも何だと思ってはぐらかした。

「別にいいのよ。今日は特別な日なんだから」

　ソシエが雇い主の寛大な娘の口調で言った。




　空には四角い巨大な影。

　ラインフォード家のもののレプリカらしい浮船が二隻併走していた。

　ゴンドラの後部に下がった三角帆の帆柱に[image: “]HURRAY for OUR MILITIA[image: ”]と文字を染め抜いたネットが渡され、風をはらんで丸く膨らんでいた。

　その眼下、ノックスの駅前広場にミリシャの武装トラックの列がゆっくりと入ってきた。

　よく訓練された鼓笛隊がミリシャの軍楽を誇らしげに奏でている。

　駅前の特設桟敷に居並ぶイングレッサ内外の貴賓たちを背にして敬礼するグエンは、複雑な気持ちでいた。

　他領に先駆けてミリシャを立ち上げた時、近隣のロードたちは何千年も前に失敗したという神話ほど古い経済・雇用政策を再現するだけだと非難し、水争い以外争いもなく共存してきた領主制社会に争いの種を蒔まくことになると危き惧ぐした。

　しかし二年前ほぼ同時期に各地のロードのもとを訪れた使節がもたらしたそれが、変わり者の手の込んだ悪戯いたずらでも、新興宗教の布教パフォーマンスでもなく、信じがたい事実を証明するということにすべてのロードが気づいた時……。

　ミリシャはイングレッサの市民軍ではなくこのアメリア大陸の市民軍としてその存在意義を得ることになるはずだ。

　このパレードはある意味、グエンが自身に賭としたものだった。

　その時がくるまでに、在郷の義ぎ俠きよう団だんや自警団、職にあぶれた荒くれ者たちを組織化できるかどうかという賭かけだった。

　ロード階級が何千年も保持してきた古記録から古代の軍礼を現代的に復活させて組織化した市民軍。脳のう味み噌そにまでカビの生えた歴史学者の称賛はなんの足しにもなりはしないが、少なくとも賭けには勝ったとグエンは思った。

「実に堂々たるものではないか！」

　グエンは自分の勝利を称賛するように呟つぶやいた。

　次の賭けは、その時がくるのを待たねば、どういうルールでどういう配当になるかすらわからない種類のもの。

　不安は尽きないが、グエンは古い軍礼の基本・敬礼で自分の作ったミリシャの成人式を祝福することだけに心を集中しようとした。

　今夜、ビシニティでも宵越しの成人の祭がある。グエンが以前から怪しいと目星をつけているその場所、マウンテン・サイクルを舞台に……。




「本当にガリアは東の海を越えて攻めてくるのかしら？」

　ハイム夫人が見慣れない武器の多さに不安になって夫に聞いた。

「攻めてこさせないために、このような組織、軍隊が必要なんじゃないかな？」

　ディランが答えた。

　泥棒に入らせないために、厳重な戸締りと腕っぷしの強い警備員と捕まった後の厳しい罰を準備する。そういうものなのね、とハイム夫人は納得したようだった。

「……本当にミリシャに入るつもりなの？」

　その横でキエルが妹にそっと耳打ちした。

「大学にいかないで就職するのと同じでしょ？」

　ソシエが棒付きの捩ねじれ飴あめをしゃぶりながら答えた。

「お行儀！」

　キエルがさっと飴をソシエの口からさらって自分の口に入れた。「悪いでしょう」

　まったく生意気な妹。

　でもどこか似ているとも思えた。自分の気持ちに正直な妹と、そうでない自分。違いはそこだけなのかも知れない。女だからという仕組みに疑問を持っているのは同じかも知れない。




　ロランたちは群衆に溢あふれかえる駅前広場を見下ろせるビルの屋上にいた。[image: “]CHEER! MOBILIZATION of MILITIA[image: ”]と大きな看板が掲げられている。

「地球の連中って、何で見上げるばっかりで見下ろさないんだろ？」

　その隣で手すりの上で頰ほお杖づえをついているキースがあきれ加減に呟いた。

　眼下にパレードが一望でき、広場に溢れて一目でもパレードを見ようと頭を振ったりジャンプしたりする群衆が滑こつ稽けいに見えた。

「地面から離れたくないからかな……」

　ロランが曖あい昧まいに答えたが、ミリシャの空に向かった武装のことを思い出して少し不安になった。

「ねえ」

　フランが二人に問いかけた。「帰還が始まったら二人はどうする？」

　三人の献体期間は一昨日おとといで満二年を満了したが、どうも実感は無かった。生体反応を逐次報告していた、彼らも知らない何らかの発信機ももはや役目を終えているはずだ。

　三人は、すでに自由なのだった。

　キースはパン屋の修行を続けて帰還してきたみんなにうまいパンを食わせたいと言い、フランは新聞記者になってみせると自信満々に答えた。

「ロランは？」

　フランが聞いた。

「今日、成人式を終えたらぼくはビシニティの人間になるから……ハイム鉱山の正式な職員になろうかな……」

　ロランが手すりに寄りかかって答えた。

　ふと麗うるわしの千年女王・ディアナとキエルの姿が重なり……彼女デイアナ＝キエルの乗るサルーンを運転している自分の姿が浮かんだ。

　どっちでも……結局、高たか嶺ねの花はななのだ。

　これがソシエを思い浮かべると、まるで犬か猫と遊んでいるよう。あまりに馴なれ馴れしくて……。

　思わずロランは苦笑した。

「おれだって来年はパン屋の組合に登録してもらえるんだぜ」

　それがキースにとっての成人式なのだろう。

「きた！」

　フランが空を見た。量産型のヒップヘビーが編隊を組んで駅前広場の上を旋回した。

「……まさかあれ、ディアナ・カウンターと戦ったりしないよね……」

　ロランが不安を口にした。メシェーが乗っているはずの最新型の戦闘機の編隊を目で追った。

「あれはガリアの浮船対策よ」

　フランが否定した。

「でもさ、ここの連中つくづく想像力がないんだぜ」

　キースがあきれたように言った。「月に人間がいるなんて思ってないんだから……」

「欠けているのは知識よ」

　フランが言った。

　ロランは博物館の違和感のある歴史教育を思い出した。まるで意図的に隠されているような感じがした。

「それだって、ディアナさまがくるまでのこと」

　……ディアナ・ソレル

　ロランは麗しの女王の姿をもう一度思い浮かべた。しかし女王はロランが運んできた新しいドレスを着て、貴賓席に座っていた。どうしてもキエルと重ねてしまう。

「ディアナさま……第一陣でくるなんてないよね」

「ディアナ・ソレルがくるのは、最後だよ」

　キースが言った。

「でもいい天気……」

　フランが大きく伸びをした。「ここじゃ、雨が降るのが不規則でさ、何度もずぶ濡ぬれになったわ」

「そうだね。でも空が広がってて、天気がくるくる変わるのって慣れると素敵だな」

　キースが空を見上げた。「でもあんまり湿気が変わりすぎると、粉の練り方を変えないといけないから面倒だけどね」

「ほら、パン生き地じみたいな雲！」

　フランが空を指さした。「雲の形、眺めてるだけで一日過ぎちゃうんだよね。時々仕事さぼって会社の屋上で空見るのよ……」

「その雲が、雨降らすんだよ」

　ロランが少しからかう調子で言いながら空を見上げた。「でも……きっと地球人もそうなんだよね。空が、きっと好きなんだよね？」

　そう信じたい気持ちがあった。だから見上げてばかりいるのだと。空からくるものを敵視しているのではないと思いたかった。

「そうそう、おれ、粉を取りに北の町に行った時、〝雪〟を見たんだ」

　キースが誇らしげに言った時、どーんという轟ごう音おんがノックスの空に響いた。

　ロランは〝雪〟という冬の雨を想像したからという訳でもなく、ざっと寒けを感じた。

「祝砲？」

　キースが呟いた。

　ディアナ・カウンターではもうずっと昔に、微調整の効かないこの手のガス圧式から、電磁加速リニア式の火器に代わっていたが、祝砲用に古いタイプの火器もあった。リニア式だとこの身のすくむような大音響は再現できないからだ。

　しかしノックスの祝砲はノックスの各地区に実際に配備されているらしい高射砲から撃たれているのが、あちこちからたなびく砲火と煙でわかった。

　飾りではない……。ロランはまた寒けを覚えた。




　　　　ローラ




　パレードの後、来賓はラインフォード家の居城・ボストニア城での遅いランチを兼ねた園遊会へと流れることになっていた。

　ロランは午後三時にディランとソシエを迎えに城に向かった。

　城というのは古代地球の行政府の通称で、軍事的意味から高い外壁と深く広い水すい壕ごうに守られている。

　ボストニア城はこのうち、高い外壁は持たず、美しい数本の塔を持つ巨大な建物に過ぎなかった。ただその建築物としての美しさはイングレッサ随一で、観光名所ともなっている。

　園遊会はその城を取り囲む水壕に浮かぶ公園で行なわれていた。

　しかし会場は着飾った豪商、ロードの親しん戚せき筋である豪族、そして他領のロード……いわば上流階級の人々の何やら場違いな喧けん騒そうに包まれ、ロランは肝心の雇い主の姿を見つけられずに途方に暮れた。

　誰かに聞こうにも、運転手の制服を着た若者に注意をひく者は一人もおらず、声をかけるにもはばかる雰囲気にロランはあてもなく木陰をうろつくほかなかった。

「ローラ」

　どこかで聞いたことのある声がした。

「ローラ」

　また聞こえた。ローラという人を誰かが探しているな、とは思ったが、グエンが人込みを離れてロランに駆け寄ってくるまで自分が呼ばれていることに気づかなかった。

　ローラとロランを呼ぶのはグエン・サード・ラインフォードしかいない。

「あ……」

　ロランはどう挨あい拶さつすべきか悩んだ。

「ハイム氏を探しているのかい？」

　上着を脱いでチョッキだけになったグエンには、実質的なイングレッサ・ロードという雰囲気はなかった。

「は、はい……」

　挨拶もしないで無礼と思ったが、さっそく本題に入ってくれたので内心ほっとした。

「ディラン氏を」

　グエンが手近にいたボーイに命じた。「ところで……成人式が終わったらボストニア城で働く気はないかね？」

　ロランは開いた口がふさがらなくなった。

　鉱山の見習い機械技師をハイム家の運転手にしてくれるよう口添えしてくれ、空いた時間で勉強するように通信教育講座を紹介してくれた。

　そして今、大学出の上流階級の子息でも難しいイングレッサの行政府＝城への誘い……。この人は自分をどう思っているのだろうとロランは半ばあきれた。

「ぼくにはノックスは都会過ぎて……」

　正直に言った。ビシニティで生活したいというのが本心、今の希望だった。

「ならシドの仕事の手伝いをして欲しいな」

　グエンがあっさりと話を変えた。「山師の仕事も技術者が必要な時代になった」

「シドさんですか……」

　ロランはアーク山を彷徨さまよっている変わり者の老人を思いだした。

「知っているんだろう？」

「はい」

　マウンテン・サイクルというアーク山の別の名前も実はシドが命名したものらしい。あの塔のような峰が輪を描くさまはまさにマウンテン・サイクル、地球訛なまりで山の環わを意味する。

「お仕事のお話でしたら……」

　ふいに澄んだ声が木陰に響きわたった。「わたしにも紹介してくださいません？」

「おやおや」

　グエンが少し困ったように振り返った。

　聡そう明めいで美しいハイム家の長女が立っていた。

「代わり映えのしない学問をするよりは、実社会で学ぶべき時代になったと存じます」

　キエルが毅き然ぜんとした表情で言い切った。

「確かに……」

　グエンは降参した。「我々は新しい時代に突入していますからね」

　うまい具合にハイム一家が三人のもとにやってきた。

「御おん曹ぞう司し、私と下の娘は失礼させていただきます」

　ディランが言った。

「申し訳ございません。私と上の娘は夜のパーティーに出席させていただきます……」

　ハイム夫人が言った。地元の祭とボストニア城のパーティーを天てん秤びんにかけるなんてという恐れ多い気持ちが滲にじんでいた。

「地元の祭は大切にしてください」

　グエンが言った。「ローラ、シドの仕事のことは考えておいてくれ」

　グエンが右手を差し出した。

　ロランはとっさに白い手袋のまま手を差し出した。あ、失礼だなと思った瞬間にはきつくグエンの指がロランの指を握りしめていた。




「グエンさまはどうしてロランをローラと呼ぶんです？」

　園遊会を後にする三人を目で追っていたグエンにキエルが聞いた。

「……そうだね」

　グエンは苦笑した。「彼は……ローラの方が似合うだろう？」




　ビシニティへの帰り道は思いのほか空いていた。

「ローラは山師シドの手伝いをするの？」

　サルーンの前窓を開いてソシエが運転席のロランに聞いた。

「ぼくはローラじゃありません」

　ロランが振り向きもせず答えた。「ロランです」

「グエンさまはローラ、ローラ、ローラ！」

　ソシエがしつこく言った。御曹司がロランにばかり親しげにするのが癪しやくに障さわった。

　この娘は……。ディランは苦笑いしてその様子を見ていた。

　根は優しい娘だ。ちょっとだけ自分の感情に素直すぎるが。

　ロランのようにそれをさらりと受け流す寛容さ、あるいは諦あきらめがなければうまくやっていけない。

　結婚相手は苦労するな……。

　と、ディランは一人くすりと笑った。




　　　　パートナー




　ビシニティの中央広場に何千年も前から建っている神輿みこし小屋の時計台が八時を告げた。

　夏至、太陽と地球が最も近づく日を明日にひかえ、空はまだ明るい。

　その尖とがった時計台の下には大きく北へ向かって開かれた窓。窓にはハイム氏が佇たたずんでいる。

　その下の分厚い扉が開いて、巨人が現れた。




　　シーシッシー

　　　シーシッシー

　　ラーセッセ

　　　ラーセッセ




「せーの！」

　巨人像の台座には黄緑色と白に塗り分けられた横棒が据えつけられ、それを少年たちが担ぐようになっていた。

「まだだぞ！」

　神輿を先導する役目の少年が、出発はまだかと神輿の下で待つ男たちを焦じらした。

「まだだぞ！」

　神輿はすでに屈かがみ込んだ少年たちの肩に乗っている。早く立ち上がりたくてうずうずしている微かすかな動きで、神輿はまるで生き物のように蠢うごめいているように見えた。

　先導の少年が神輿の上をちらりとうかがい、焦らすように少し身を低めてから、

「上げろー！」

　と叫んで両手を大きく広げた。

　少年たちが叫びながら神輿を上げた。

「マウンテン・サイクル！」

　神輿の上でソシエが叫んだ。花の冠で止めた薄布のベールをかぶっている。「アーク山に！」




　　シーシッシー

　　　シーシッシー

　　ラーセッセ

　　　ラーセッセ




　　ウォウォウォ

　　　ウォウォウォ

　　ホワイトドールのご加護のもとに

　　　ホワイトドールのご加護のもとに




　たいまつの光が白い巨人の神輿を中心に動きはじめた。北に向かって動きだした。

「女房もこっちにくればよかったのに……」

　ディランは末娘の成人式を感慨深げに見送った。

　妻が昔そうであったように、ソシエももう自分のことは自分で決める大人になるのだ。祭のパートナーを選ぶように、いずれ人生のパートナーを選ぶのだ。

　一瞬ロラン・セアックのおとなしい顔を思い浮かべたが、いやいや、先が思いやられると苦笑した。

　ソシエに振り回されるのは酷だろう。昔自分が地主の娘をさらったように、ロランにソシエをさらうだけの度量はない。しかし、ソシエにはロランの人生を振り回すだけのパワーがありそうだ。

　男にとっては怖いことだ。

　ディランは少年たちの未来を苦笑しながら見送った。

　このまま使用人以外いない屋敷に戻って、一人静かに酒でも飲もう。この日のために、末娘と同い年のぶどう酒を大切に取ってある。

　ディランはそう思った。……これが、その波は瀾らんに富んだ人生の最後の夜となるとも知らずに。




　ノックスの夜で、ボストニア城の窓明かりより明るく、そして美しい光景は存在しない。ビシニティよりも豊富な電力によって街明かりが地上の星のようにきらめいている中、城の光は夜空を焦がすような地上の太陽だった。

　その中では華はなやかなパーティーが開かれていた。

　けだるい喧けん騒そう。バルコニーでみちならぬ恋心をささやく豪商の夫人がいる一方、まだ未婚の令嬢を漁あさる高級官僚の放ほう蕩とう息子の血走った視線や、もはや人生に華など持てない老いたロード、豪族たちの政治談義、血気はやる下級官吏の昇格狙ねらいのご機嫌うかがいなど、ボストニア城は欲望と歓喜の熱気に満ちていた。

　その中心では延々と終わらない円舞曲ロンドに合わせて、男と女の輪が閉じて永遠の連鎖を繰り返していた。

　ソシエのヴァイオリン教師など緊張のあまり汗だくになって弓をひいていた。時々コードを間違えたりもした。

「やあ」

　グエンとキエルが今夜初めてダンスの相手になった。

「こんばんは」

「新しい時代に……」

　単調な踊りなのは、会話の邪魔にならないように。「興味があるとおっしゃっていましたね？」

「ダンスも好きですけれど」

　キエルがにこやかにはぐらかした。

「新時代のものをお見せしますよ」

　次のパートナーと代わるタイミングだ。ダンスの一セットが短いのは、長い会話ができないように。「後で……」




　　ラーラセッセー

　　　歳としを越せ

　　　　夜を越せ

　　男は男

　　女は女

　　ホワイトドールのご加護のもとに

　　　ホワイトドールのご加護のもとに




「選ばれた一組が代表として……」

　ソシエがホワイトドールの[image: ”]舞台[image: ”]へ登る粗雑な梯子はしごの途中で叫んだ。そして梯子を登り、たいまつの燃える舞台の中央に立って、手にした小さな筒形の箱をさしあげた。

「ホワイトドールの前で聖せい痕こんを授け合います」

　ソシエの足元で目をぎらぎらさせていた少年たちが一斉に動きはじめた。

　胸を拳こぶしで叩たたき叫ぶ者。二人で組み合い力比べをはじめる者。ひらりと宙返りを決める者。ひょいひょいとずば抜けた跳躍力を見せようとその場で飛び跳ねる者。

　少年がそれぞれ自分の特技でアピールしている。

　それを見つめる少女たちが歓声をあげ、はやしたて、応援している。

　ホワイトドールの足元、若い力がたいまつの火とともにその場をどんどん熱くしていくのをロランは感じた。高鳴る鼓動、大人への第一歩、そこでまず自分の特技を体一杯使って表現するのだろう。

　ロランはあたりを見回した。自分にできることは何だろう？

　ソシエが筒形の箱を手に、舞台の上から少年たちを品定めしている。

　ロランは考えた末、喜びの発露、今自分に最も自然な叫びをあげた。




　　地球はとってもいいところだぞ！

　　みんな！

　　早く帰って来ーい！




　突拍子もない意味のわからない叫びに、少女たちが笑った。

　しかしソシエは右手を差し出して名を呼んだ。

「ロラン・セアック！」

　あなたみたいな変わり者、誰も相手しなくてかわいそうだから、一度だけ夢を見させてあげるわ……そう自分に言い聞かせるように茶色い瞳ひとみをわざと高慢そうに細めて、眼下の銀色の髪を見下ろした。




　　　　ムーンレィス




　パーティーの喧騒を抜け出して、グエンはキエルを人けのない階へと案内した。

　結婚前の青年がやはり結婚前の娘をそっと別室に案内するのだ。さすがのキエルも少し躊ちゆう躇ちよした。

　しかしキエルの前で開かれたドアの向こうは衝つい立たてで、耳慣れない音とたくさんの人の気配、話し声で満ちていた。

　グエンが黙って奥へとキエルを誘った。

　机が四つ、それぞれ向かい合わせに置かれ、何か見知らぬ四角い箱が置かれていた。

　機械が熱をもつのか、大きな電気扇風機が騒々しいモーター音を立てて生暖かい六月の風を循環させていた。

　係員が緊張した面持ちで机に座り、あちこち箱のスイッチ類を調整している。そのたび部屋を満たす不思議なノイズがその音色を変えた。耳触りの悪い、不安に満ちた音だ。

「……これは」

「電線を使わないで通信ができる機械……無線です」

　グエンがネクタイを外して言った。「ムーンレィスが二年前届けてきたものです」

「月の……種族？」

　キエルは訝いぶかしげに聞きなおし、自分の言葉に驚いて少し動揺した。

「そう言っているのです……」

　グエンは緊張が解けたのか、今まで見せなかった苦い顔をした。

「帰還……いや入植したいと言うのです。だから、ミリシャを……軍隊を結成しました」

「月から……ですか？」

　あまりの違和感に、自分の声すら風の中の幻聴に聞こえた。

「イングレッサだけではないんです。北アメリア大陸のサンベルト地帯をよこせと言ってきているのです」

　キエルはグエンの言葉の意味をつかみかねた。つまり……。

「二年間、この無線機で交渉を続けていますし、祖父はサンベルトの他のロードたちと会談を繰り返していますが……」

「侵略……ですか？」

　キエルはやっとその古い現実味の薄い言葉にいきあたった。畳みかけるような異質な言葉の奔流にキエルの白い頰も青ざめてきた。

「月からどうやって侵略者が来ると……信じられましょう？　月の使節を殺し、無線機を壊したロードも少なくないのです」

　夜空に浮かぶ白い盆から、地上に降りて来るのは……昔話や小説でしかお目にかかれない異国の軍勢。

　キエルは懸命に理性を保とうと、グエンの整った顔を見つめた。

「そして先日……天文台が、月から飛び立つ影を観測したのです」

　キエルが次の言葉を探している間に、……それは始まった。

　まず無線機がすさまじいノイズを発しだし、無線技師が悲鳴を上げてヘッドフォンを放り出した。四角い箱に詰まった不可思議なガラス管がちかちかと明滅しだした。

　キエルは思わず耳を押さえ、グエンは顔色を変えて窓辺に走ると巨大な電波鉄塔を見上げた。

　月に向かって広げられたたくさんの丸いアンテナの向こうの夜空が、近づく何か巨大な圧力で重くのたうっているように見えた。

「聴音ノイズ担当！　音が聞こえたらすぐに報告を！」

　グエンが叫んだ。

　城の敷地内にそそり立つ、空に向かってラッパを並べたような機械があわてて首を振り、夜空から何かが近づく音に耳をすませた。

　空から来る……『招かれざる客』の足音に聞き耳を立てた。




　　ラーラセッセー

　　　歳としを越せ

　　　　夜を越せ

　　男は男

　　女は女

　　ホワイトドールのご加護のもとに

　　　ホワイトドールのご加護のもとに




「いいわね？　ロラン」

　ロランは舞台の上、ソシエの背中を見つめて途方にくれた。

「わ、わかりません。どうやるんですか？」

　どうして自分が選ばれたのかもわからなかった。

　突然ソシエが首の後ろの止とめ紐ひもを緩め、白い背中をロランにさらけ出した。

　ロランは驚いて目線をそらした。

「ロランも背中を向けて裸になって！」

　ソシエが苛いら立だちぎみに言った。

　ロランはあわてて背中を向け、えいやっとばかり長衣を脱いで裸になった。首から紐で下げた赤と黄色のものがぷらぷらと尻しりの横で揺れた。

　舞台を見上げていた少女たちがその姿に甲かん高だかい声を上げて顔を隠し、それでもちらちらと指の間から舞台の様子をうかがった。

「我に六つの聖痕を授けたまえ……」

　ソシエが長衣を胸の前で押さえながら手を結んで祈るように呟つぶやいた。「何してるの？　さっき渡したでしょう？」

　ロランは手渡されていた筒形の箱をあわてて取り出した。

「もう、死ぬほど恥ずかしいんだから！」

　ソシエが頰ほおを赤らめてもたもたしているロランをちらりとかえりみた。

「あ……」

　ロランの尻の横で揺れているのは赤と黄色の……金魚。「あー嫌だ！　成人式だっていうのにそんなおもちゃ持ってきて！」

「でも……宝物なんですよ……」

　ロランがあたふたしながら筒の蓋ふたを開けた。

「こ……これ」

　筒形の箱、たいまつの明かりにちらちら見え隠れする中に何か動いていた。赤黒い……小さな生き物。「な、何なんです！」

「ヒルでしょ！　それで背中に聖なる痣あざをつけるの！　左右三つずつ……」

　ソシエが叫んだ。「早くして！　あたしもつけてあげるから！」

「ヒ、ヒルだったの？」

　ホワイトドールの足元で事の次第を騒がしく見守っていた少女たちが悲鳴を上げた。「知らなかったわぁ！」

「昔からそうでしょうがー！」

　耳年増な少年がおどけて叫んだ。

「急がなくっていいぞぉー！」

　ソシエの剝むき出しの肌を食い入るように眺めていた手合いが声をかけた。

「ど、どうしてこんなことしなきゃならないんです？」

　ロランはうようよと蠢うごめく赤黒い環形動物を前に身動きできなくなった。

「二年遅れなのよ、あなたは！」

　ソシエがしっかりしなさいと言わんばかりに叱しつ咤たした。「ホワイトドールの司祭に六つの痣があったからでしょ！」

　ロランは意を決してヒルをつまんだ。ぬるぬるして、硬いのか柔らかいのかわからない微妙な感触だった。たとえて言うなら、自転車の斥せき力りよくベルトのように硬くなったり柔らかくなったりしている。

　放り出すようにソシエの背中に吸いつけると、ソシエがぴくりと体を堅くした。

「ホワイトドールが見てるわ……」

　ソシエも背中に吸いついたヒルの感触を堪こらえて言った。「あなたが宵越しの祭を男らしく終えられるかどうか……。成人として認められるかどうか……」




　　聖痕つけろ

　　　聖痕つけろ

　　ホワイトドールの

　　　聖痕つけろ




　足元の少年たちがはやしたてはじめた。

　勇気を振り絞って手首まで這はい出てきたヒルを引き剝はがして、三匹目をソシエの白い肌に吸いつけようとした時、東の空がぱっと光った。一テンポおいてずーんという微かすかな響きが聞こえた。

「何？」

「今ノックスの方が明るくなりました」

　東の地平線、雲がちらっと赤く光った。

「火みたいな色だったよな……」

　足元の少年たちも気がついて騒ぎだした。「おーいロラン！　方向はわかるか？」

「ノックスの方なのは間違いありません」

「雷ってより、何か爆発したって感じだったよね……」

　ソシエが長衣の袖そでを顔の横に上げ、たいまつの明かりを遮って言った。ノックスには姉と母親が……。「あ……」

　晴れた夜空の遥はるか向こう、月明かりの下、地平に漏れているノックスの街明かりから空に向かって白い光の線が幾筋か伸び、何か違う光が瞬いた。不安な赤い光が続けて瞬いた。

　遠くの街の微かな光の明滅に、誰もが目を細めて黙り込んだ。




　　　　戦端




　闇やみに明滅する赤い火と流れ飛ぶ光の条。

　ヒップヘビーの重機関砲が火を吹いている。曳えい光こう弾だんが走るその先、夜空とヒップヘビーの間に何か見えた。

　初めはただの影だった。

　しかし高度を下げるにしたがい、それはまるで出来損ないの人形に見えてきた。

　大きすぎる頭とサイズを間違えた長すぎる足、端切れが足りなくなったからなのだろう異常に短く小さな手。

　せっかく作ってもらったのに、もらった子供が十中八九泣くようなしろもの。

　ヒップヘビーの操縦士らが機関砲を撃ち込みながらそんなことを考えた瞬間、人形は一気に視界一杯に広がった。

　巨大な頭の巨大な一つ目が睨にらみつけ、あっと思う間もなくヒップヘビーは人形の足に激突し、炎を上げて空に舞い散った。大きい。大きすぎる。

　巨大な人形は傷一つつかず高度をどんどん下げた。

　爆発の残照に照らしだされたその姿は、人形と呼ぶにはあまりに醜い、巨大な機械仕かけの悪夢の産物だった。




「なんだこいつらは！　正気なのか？」

　驚いたのは空に散ったヒップヘビーの操縦士らだけではなかった。その巨大な機械人形ウォドムを操るポゥ・エイジも戸惑った。

「なんて不愉快な連中なんだ……」

　彼女は生まれて初めて本物の攻撃を受けたのだ。

　ディアナ・カウンターは千年以上もの間、単発的な武装内乱以外で武力を行使したことがない。ただ千年以上軍律を守り、軍事教練と軍事開発を繰り返してきた。

　ポゥはムーンレィス初の武力衝突の当事者となったのだ。

　しかし真実味に乏しかった。

　ウォドムは対戦艦クラスの重機械人形。本来四人一組でその雑貨店並の品ぞろえの重火器を操作する。

　今回の行動ターンは、要求に応こたえない地球人にムーンレィスの先進性を見せつけるのに最適な、見栄えのいい機械人形を用い、最小限度の被害で強行帰還の道を開くことにある。

　しかし地球人は、戦意を喪失しないばかりか……。

　訓練では常に相手は同等の機械人形、あるいは戦艦クラスのシミュレイションモデルだった。こんな微弱な火力が真面目まじめに攻撃してくること、そんな馬鹿な話は聞いたこともなく、あるいは本当に地球人に馬鹿にされているのではないかという気持ちだけが強まった。白い肌は血の気がひいてさらに青ざめ、短い黒髪は妙な汗でじっとりとする感じがした。ただでさえ重力が体の隅々に不快な負荷をかけていて不機嫌だった。

「ベンジャム！」

　ポゥは僚機のウォドムに呼びかけた。視界の隅にもう一機ウォドムが降下してきた。

「ベンジャムはノックス制圧へ戻れ！」

　攻撃のせいで降下地点が西にずれてしまった。「自分はこのまま西方の警戒にあたる」

「しかし……ミリシャが上がってきました」

　メインモニターの脇わきに、ベンジャムの戸惑う顔が映った多層ホログラフディスプレイが開いた。

　半透明の模様入りガラスを微妙にずらして重ねたような窓。画像と文字データと画像操作用の端末の三層からなる立体画面で、画像がだぶって微妙に歪ゆがんで映るのが嫌でポゥは自機のカメラはいつも止めていた。

　だから彼女の戸惑う青ざめた顔はベンジャムには見えない。

「ミリシャの戦力など相手にならない！」

　戸惑う理由はそんなことではないのはポゥにもわかっていた。

『……の戦力など相手にならない』

　これはそのままの意味合いと、部下の士気を高揚させるための必須フレーズという二つの性格を持っていた。

「も、申し訳ございません」

　ベンジャムが気を取り直してか、あるいは上官の印象を悪くしたくないためかそう言った。

「なら戻れ！」

　ポゥがきつく言い放った。

　間をおかずにウォドムは着陸した。Ｉフィールドの干渉場とスラスターの噴射を最大にしつつ、異常に長い足の緩衝モードで巨大な機体を地上に降ろした。激しい土つち埃ぼこりが轟ごう々ごうと巻き上がった。

　ベンジャム機はそのままターンして東に向かい、ポゥ機はスラスターで上体を起こしつつ走行モードに入った。重力下の走行モードは千年以上前から確立されている機械人形の必須仕様で、ディアナ・カウンターでは初の実地運用だったがなかなか滑らかだった。

　ウォドムの巨大な足の下で、刈り取りを待っている麦畑が無残に踏みにじられていることなど、よく働く緩衝機構でポゥには一切伝わらなかった。




「何ぃー？　あれ？」

　東に展開したビシニティのブルワンの編隊を率いる形で、メシェーのヒップヘビーが東の穀倉地帯に到着した時、月明かりの下、動く巨大な影が見えた。

「走ってますよ！」

　ヒップヘビーの前席で砲手が叫んだ。あまりに異質で、どうも現実味が無い。

「でも機械に見える……」

　メシェーにしてもガリアの新兵器には見えなかった。ガリアの攻撃を予想していたメシェーは少し躊ちゆう躇ちよした。「あ……ブルワンがしかける？」

　後続のブルワン編隊が動いたのがわかった。

　夜間飛行の経験も少ないというのに、無謀というか勇敢というか、ブルワンは波状攻撃をしかけようと一機ずつ高度を下げ、機械人形の真正面から機銃を掃射した。

　赤い光点が弧を描きつつ夜の麦畑の上を飛び、走る機械人形に被弾した。

　しかし装甲は傷つきもしない。

　特殊な装甲、超微細機械ナノマシンから成る主外殻《ナノスキンNano-SKIN》はほとんどの種類の衝撃に対して、ナノ秒単位で修復再生を繰り返し、傷は深く達することは無い。

　しかしナノスキンの奥底に守られたポゥの心はそれほど強きよう靭じんではなかった。

　ぷつぷつとナノスキンに跳ね返される銃弾の微かすかな刺激が視界の隅に浮かぶ四角い多層ホロのデータ層に逐次表示される。被弾部位の座標と被害状況……。

[image: ]

　被弾は実際にしているというのに『〝認められずdenial〟……と言い切る表示が延々と多層ホロを流れていく。読み取れないほどの速さで赤い文字が流れていく……。

　理解を越えたものに対する不安……。これが恐怖というものかも知れない。

「蛮族がぁー！」

　ポゥは自分の衝動を抑えきれなかった。

　射角が低すぎて市街戦用に装備された対空用機銃も使えない。動きが速すぎ、数が多すぎて大型誘導弾も小型誘導弾も間に合わない。

「ふざけるんじゃない！」

　ポゥは対艦共振粒子リフエーザー砲を起動した。

　巨大な頭部の単眼の上、前頭部のカバーが大きく開き、共振増幅された素粒子が急速に収束するのが光の粉が溢あふれ出るように見えた。

　シミュレイションではその一撃で弩ど級きゆう戦艦を撃沈できる光の束。大気圏内ではその出力の四割から五割が分散吸収される。

　しかしそれでも放たれた光の束は、ブルワンを一瞬で消滅させ、麦畑に赤熱化した溝を掘り、鉱山鉄道の貨車を衝撃波で吹き飛ばし、アーク山の麓ふもとの森を燃やし、そこに巨大な穴を穿うがち山を揺るがすだけの出力は持っていた。

　この時、ハイムの屋敷の三角の巨大な屋根も……娘の成人を祝おうとソシエと同い年のぶどう酒を味わっていたディランもろとも、高熱の衝撃波で吹き飛ばされてきたらしいブルワンか列車の残ざん骸がいの直撃を受けて崩壊した。




　　　　初動




　巨大なエネルギーの束が山塊を揺るがした時、ロランはどんと走った地鳴りに思わずソシエをかばって抱きしめた。

　ホワイトドールを形作る岩がびりびりと鳴って崩れだした。

　崩れる……ロランがそう思うよりも早く、聖痕の儀式のための舞台が傾かしぎ、轟々と夜の空気を焦がしていたたいまつが崩れ、下で右往左往している新成人たちの上にばらばらと降り注いだ。

「危ない！　山を降りろ！」

　誰かが下で叫んだ。

「ぼくらも逃げましょう……」

　腰が抜けたようにうずくまったソシエを抱き起こそうとすると、視界一杯に赤い光が飛び込んできた。ノックスの方向ではなく、アーク山の麓が赤く光っている。

「お母さま……お姉さま……」

　ロランにしがみついてソシエが呟つぶやいた。「……お父さまも……」

「降りましょう……」

　ソシエの瘦やせた肩に手を添えて、ロランは燃える夜空を一いち瞥べつした。

　冷たい月の見下ろす晴れた夜空、遥はるか地平に見えるノックス市街の光。目を凝らすと白い光の線と、赤い花火みたいな点線がちらちらと夜空に向かって伸びては消えた。祝砲ではない。実弾だ。白い光の点がちらちらと瞬き飛び散り、ノックスの街のあちこちにほぼ同時に赤い光が明滅した。

「ノックスが燃えてる……？」

　ソシエが小犬のように震えながらロランの腕をすり抜け、傾いた舞台の縁に這はいずっていった。はだけたままの背中が月光の下白く光って浮かび上がって見えた。

「ソシエお嬢さま……」

　ロランはあわてて自分の脱ぎ捨てた長衣をその肩にかけた。

「ガリアが攻めてきたのね……」

　肩を震えさせてソシエが呟いた。

　違う……。ロランは出かかった言葉を吞のみ込んでノックス方向をもう一度見た。明滅する光、あの白い光の粉みたいなものはディアナ・カウンターのワンポイント攻撃だ。だとすれば、さっきの激震も……。

「ディアナさま……。どうして……」

　ロランは堪こらえきれずに小さく呟いた。

　アーク山はまだ微かに震え、徐々にその振幅を大きくしているように思えた。傾げていた舞台が再びぎりぎりと軋きしんだ。今にも砕けそうな響きだ。

「ソシエお嬢さま！」

　もはや時間がない。ロランはソシエを立たせて舞台を降りる梯子はしごへ向かおうとした。

　その時、一際大きく山が、正確にはホワイトドールの石像が動いた。

　がらがらと石いし屑くずが降り注ぎ、とっさにソシエをかばって舞台に伏せると、ばりばりと引き裂ける音がして舞台がぐらりと大きく傾き、ずるずると二人ともずり落ちた。ロランはソシエの細い腰に手を回し、舞台の材木を縛りつけている綱をつかんだ。

　あたりを見回すと、舞台の中程を直撃したらしい大きな石ががらがらと下の広場に落ちていくのが見えた。舞台はＶ字形に折れ、石像の手から股またの間に落ちかかっていた。

「崩れる！」

　ロランは指が千切れるほど綱にしがみついた。次の石が落ちてきたら、と夜空にそびえ立つホワイトドールを見上げると、そこに赤い光が見えた。

「ホワイトドール……？」

　ばらばらと崩れ落ちる石屑越しに、石像の顔のちょうど目のあたり、確かに赤い光が浮かんでいた。ぼんやりと、そして瞬くように明滅しどんどんその色を濃こくしてゆく。

　そしてホワイトドールは赤い瞳ひとみをがっと見開いた。

　ロランにはそう見えた。

　どんと一際大きく石像が揺れた。ホワイトドールがその首をがくりと前に倒したのだ。石屑が一際多くばらばらと崩れ落ち、赤い瞳の下に白い頰ほおが現れ、貧弱なとさかのような冠が崩れて、白くつややかな丸い頭と、後頭部から伸びた鋭いたてがみのようなプレートが見えた。

　青白い蒸気のような煙が頰の間、人で言えば口にあたるところから噴き出し、石屑の大半をその顔から払い落とした。

「……機械人形？」

　石像の下に塗り込められていた白い巨大な顔……。口くち許もとから天に伸び上がる巨大な細身のナイフのような突起かアンテナ、それが石像では長い尖とがった耳に見えていたのだろう。間近で見れば、以前にミュウジアムで見たことのある、古代の武具の頰を守る鋭い頰当てに見えた。

「な、何なの！」

　ソシエもそれに気づいて叫んだ。震える小犬が恐慌をきたした子猫に変へん貌ぼうし、限界に近かったロランの指にさらに大きな負担を与えた。ロランの腕の中でじたばたと暴れたのだ。

「お嬢さま！　動かな……」

　ばしっと綱を弾はじく音をさせて、ロランの指が綱から外れた。

「わ、わわわ！」

　二人は絡み合ったまま傾いた舞台を滑り降り、舞台の折れ目でぽんと大きく跳ね上がった。

「痛っ！」

　ロランはふんわりと柔らかいものの上に落ち、その上にソシエが落ちた。

「な、何……ホワイトドールが動いてる……」

　ソシエがロランの上で取り乱した声を上げている。

　ロランが目を開くのと、ロランの落ちたポケット状の穴がぐらりと傾くのは同時だった。夜空を背景にして、巨大なＶ字に折れていた舞台ががらがらと落ちてきた。

「わ、わわ！」

　ソシエがロランを踏みつけて逃げだし、すぐにロランの横の窪くぼみに転がり込んでしまった。「痛っ！」

　舞台は二人の頭上を飛び越え、広場にがらがらと落ちていったようだ。

「ソシエお嬢さま？」

　柔らかなものの上で身を起こしてソシエを探すと、ソシエはロランの乗っている柔らかな台の横の隙すき間まにすっぽりと嵌はまってもがいていた。

「大丈……」

　ソシエを助け上げようとしたロランは、ばらばらと降り注ぐ石屑の雨の中、くうーんという金属的な響きをあげて風景が上がっていくのに気づいた。「え？　動いている……？」

　はっとしてまわりを見回して、ロランは自分が不思議な形の椅い子すの上に座っているのに気づいた。椅子の両りよう脇わきに丸い肘ひじかけのような装置が張り出している。

「ロラン……早く助けてよ！」

　ソシエはその肘かけの向こう側に嵌まっていた。

　しかしロランは身動きができなかった。ロランの頭上から覆いが下がってきてロランの視界を遮ったのだ。

「……バーチャルＶＲディスプレイ・ヘルメット？」

　ロランは昔、ディアナ・カウンターの観閲式でこの種のヘッドアップディスプレイを見たことがあった。古い戦争時代の遺器で、古代の戦闘具と並んで展示されていたのを憶おぼえている。

　覆いは透明に見えたが、それは映像なのだと分かった。外の景色と映っている風景が違っているのだ。

　その映像の隅に窓が開いた。何かを伝えるメッセージ。

　フラットのメッセージコマンドとは異なる文字、不思議な言葉が赤く明滅しながらディスプレイ上を走っている。
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　ものすごい速さで走る文字。フラットのメッセージよりも大量のデータを知らせようとしているのだけはロランにも分かった。

　隣のディスプレイには、

[image: ]

　というメッセージ。その数字部分が目まぐるしく変化している。

「ロランったら！」

　ソシエがうなりながら自力で這い上がり、肘かけ越しにロランにしがみついた。「一体どうなっ……きゃっロラン服っ！」

　ロランは言われるまで自分が裸なのに気づかなかった。あわてて首に下げた金魚で下半身を隠そうとすると、ふいにきゅっと背中を引っ張られた。

「わっ？」

　さっきのディスプレイは動きを止めていた。

[image: ]

　背中を数カ所、物もの凄すごい勢いで引っ張られる感じがして、ちりちりと焼けるように痛かった。そして、身体からだ中がぴりぴりと粟あわ立だち、奇妙な感覚が走った。

　まるで自分の皮膚が膨張していくような……。鈍い、何か見えない力に肌を押さえられている感じがした。




　　クォォォォォォォー




　夜空に響きわたるのは、ロランしか聞いたことのないジェネレーターの音。その感じが自分の腹の底あたりに微かに感じられた。

　ホワイトドールの下に隠されていたこの白い機械人形は、[image: “]PRIME ACTION MODE[image: ”]という、初動で自動的に動いているのだとロランは気づいた。

「う、動いてるわ！」

　ソシエが叫んだ。二人の納まっている丸い窪みコクピツトの脇を、巨大な白い腕が動いて過ぎた。右手。何か長いものを持っている。その重さが何となくロランにも分かった。

「ロラン、何とかしてよ！」

「勝手に動いているんです！」

　当惑してそう叫ぶと、視界の隅にそれは映った。なぜか映る直前にそこに何か映るとわかった。

「……ウォドム！」

　ロランは思わず呟つぶやいた。ＶＲメットの隅に映った画像は、ディアナ・カウンターが誇る重機械人形の簡単な略図だった。

　その脇に、
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　という文字が明滅していた。

　対戦艦用の機械人形をどうして地球に？

　そう思うのと同時に、上がった右手とそれの持つ長いものを追って左手も上がってきた。




　西に向かっていたポゥのウォドムが何の迷いも無く、その反応を報告した。

「何！　機械人形？」

　メインモニターに映ったのは未確認のＩフィールド反応。「まさか地球に機械人形は無いはず……。別動隊……いや反乱分子？」

　ウォドムは自動的に未確認の反応を分析した。Ｉフィールドの固有振幅数は登録されているどの形式とも合致せず、同時に走査していた性能分析プロセスは計測範囲を越えているとメッセージを出したまま停止ハングした。

「分析不可能？　役立たずセンサーめ！」

　ポゥはハングした多層ホロのデータ層のタブを指でつまみ出し、くしゃりと握りつぶした。多層ホロがリセットされ再度走査を始めたのでインプット層を引き出して処理を中止した。

「こういう確かめ方も有りだ！」

　敵か味方か判別できないが、少なくとも味方ではない。

　ポゥは対戦艦用の大型誘導弾をその未確認の反応に照準固定ロツクし、三発発射した。

　誘導弾はディアナ・カウンターのお家芸の一つ。

　狭い月の都市での戦闘演習は常に都市機能保持を最優先としている。射程距離の短い、破壊範囲の極狭い火器によりワンポイント攻撃をする。あるいは直接格闘戦クロスコンバツトで敵を打破する……いかに施設的被害を少なくターンを完了するか、それがディアナ・カウンターの誉れともなるのだった。

　ディアナ・カウンターの精鋭別動部隊でもある親衛隊など、重火器を持たないことを誇りとしている。




　誘導弾発射の熱反応はすぐに探知され、ディスプレイ上に警告メッセージが表示された。

「誘導弾？」

　ＶＲメットに、放たれた三発の誘導弾の速度と到達時間がカウントダウンされた。

　左手が右手の持った長いものの下を支え、右手が一度離れて二人からは見えない角度で何か操作した。

　頭を下げて外をのぞくと、長いものの後部がするりと伸び、畳まれていたグリップが現れたのが見えた。

「……リフェーザー砲？」

　ロランは躊ちゆう躇ちよした。ホワイトドールが巨大な長銃ライフルを構えた、その感じがロランにもわかった。

「何が始まるの？」

　ソシエが構えられた巨大な白い銃を見上げて叫んだ。

「駄目です。お嬢さん目をつぶっていて！」

　リフェーザー砲の放つ光はこの近距離では肉眼にきつすぎる。ロランはあわててＶＲメットから頭を外してソシエに手を伸ばした。

「何よ！　見てたって減るもんじゃないでしょう！」

　ソシエの首に手を回して顔をてのひらで隠すと、ソシエが暴れた。

「そういうことじゃなく……」

　夜の空気を切り裂く大型誘導弾の噴射音が近づいてきた。

「ついでに耳もふさいで！」

「何よ！　運転手がご主人さ……」

　ソシエがロランの腕を振り払ったその瞬間、引きつけるだけ引きつけた大型誘導弾目がけて、二人のいる場所より上の方から同じような迎撃弾が立て続けに三発発射された。ロランの胸のあたりに違和感が残った。

　その噴射の衝撃と、迎撃に成功したことを示す、ごく直前で巻き起こった爆風が二人に襲いかかった。しかしロランの瞬きに合わせるように二人のいる窪みに薄黄色い膜が降りてきて、直接的な爆風は避けることが出来た。

「きゃあ！」

　驚いたソシエはまた隙すき間まに押し込められるように倒れた。

「迎撃できた？」

　ロランは耳がもーっと鳴って何も聞こえず、薄黄色い膜越し、視界一杯に広がった爆煙で何も見えない状態でＶＲメットに頭を入れなおした。

　ディスプレイは煙の向こうの風景を少し粗く表示し、その隅に、
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　とメッセージが現れた。

「充塡チヤージ完了？」

　はっとしてＶＲメットから頭をずらして外を見ると、薄黄色い膜越しに何か白い光が見えた。厚い雲の向こうにも確かに太陽はあるということを示す、微かすかなほころびにも似た光のちらつき。




　ポゥのウォドムもその反応に多層ホロのデータ層を赤く警告色に変えた。

「しくじった……収束反応？」

　メインモニターが、山間から真っ直ぐポゥのウォドム目がけて照準線トレーサーが放たれていることを告げる画像も表示した。

「くそ！　ロックさせるか！」

　ポゥは陽動アンロツク装置を起動させつつ、機体を不規則動イレギユラーマニユーバさせ、同時に複線式の無作為照準線ランダムトレーサーで二発目のリフェーザー砲を準備した。

　メインモニターの隅に浮かんだ多層ホロが機械構造ハード上の負荷ストレス状況についての重要警告を放ったが、ポゥはデータ層だけ握りつぶした。




　ホワイトドールが咆ほう吼こうした。




　……ように、耳なりで何も聞こえないロランは感じた。自分の肺に、横隔膜に響いて、まるで自分が叫んでいるような感覚が残った。

　無言で夜空に佇たたずむ白い目、月に抗議するかのよう……。

　激げつ昂こうしているようにびりびりと震える機体、迷いもなく真っ直ぐに構えた銃口。すべてロランの肌に感じられた。

「……シンクロしている？」

　そしてその夜めがけて突きつけられた長大なリフェーザーライフルの先端から、白い光がほとばしり出た。

「駄目だ！　当てちゃ駄目だ！」

　ロランは思わず叫んだ。右手の人指し指に感じる引き金の感触に驚いた。

　ホワイトドールが放ったエネルギーの束が……ロランの同胞、ディアナ・カウンター目がけて真っ直ぐに夜を突き抜けてゆくのがはっきりと自覚できた。
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